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昭和 36 度 年 日 本 岩石 鉱物 鉱 呆 学会 総会 開催 予告 , 昭和 37 年 度 日 本 岩石 鉱物 
鉱床 学会 会 長 比 び に 評議 員 候補 者 の 推薦 に つい て 


新 刊 GP 


Electrochemical induration of weak rocks. By N.I. Titkov et al. 


抄 PK 
Kise RUG has Magnet Core #2YV3=7 246184, Kimzeyite fh 7 
BABARUKYS Tasmania, AeKRAD HG fh 7 
Bk F 方 鉛 鉄 の 品 癖 及び 微量 成分 他 2 件 
Bh OR HE アウ スト ラリ ア に 於 ける 石油 擦 久 他 3 件 


東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 内 
日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 


会 報 
昭和 36 年 度 日 本 洪 石 鉱物 鉱床 学会 総会 開催 予告 
期 日 昭和 37 年 1 月 19 日 ( 金 ) 
場 所 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教室 


総会 に 引き 続き 学術 講演 会 並び に 尻 親 会 を 行い ET. 講演 希望 の 方 は 所 属 ・ 民 
4: Be (400 字 以内 ) を そえ て 11 月 25 日 まで に 御 申 込み 下さ い 。7 冬 細 は 
追 つ て 御 知 ちら せ 致し ます 。 


昭和 37 FRA ABAUMARSSSEPUCAMARRAOKR(COUT 
会 則 第 11 条 並 びに 第 17 条 に より , 昭和 37 年 度 会 長 並 びに 評議 員 候 補 者 の 推薦 を 次 ぎ 
の 要領 に よ つ て 受付 け ま す 。 
1. 会 長 並 びに 評議 員 候補 者 は 正会員 5 名 以上 の 連名 に より 推薦 され た も の と する 。 
2. この 推薦 届出 は 10 月 31 日 迄 に 仙台 市 片平 丁 東北 大 学 理 学部 内 本 会 宛 書 面 を 以 っ て 
送 附 され た い 。 
(aE) 昭和 37 年 度 は 評議 員 の 半数 交替 の 為 , 次 の 方 々 の 候補 者 推薦 は 無効 で す 。 
上 田澤 一 , 牛島 信義 , 兼子 勝 , 斎藤 仁 , 三枝 守 維 , 末 野 覗 六 , 千 藤 忠昌 , 冨田 =, 
野田 真 三郎 , BRA, 堀越 義一 , 本 多 共 之 , 増井 淳一 , 待 場 勇 , 吉沢 責 , 


会 員 動 静 [ 転 勤 及び 転居 〕 平山 晴彦 (宮城 県 本 吉 郡 大 谷 日 本 銚 業 KK 大 谷 鉱業 所 ), 
NMR (岩手 県 遠野 市 上 郷 町 峰 南 寮 ), 竹下 寿 (長野 県 飯田 市 追手 町 飯田 長姫 高等 
学校 ), 本 多 共 之 (東京 都 北 多 葉 郡 小平 町 鈴木 新 田 865), 加藤 昭 (東京 都 大 田 区 田園 調布 
5 の 1), 渡 辺 武男 (東京 都 練馬 区 東大 泉町 820) 

CE Ral i Jee a 


ARR AR) WAES 8 月 19 BAP EPL RES VC C SUA ELD 
72, 逝去 され まし た 。 KRULL IOKMA CRMORERL, MRE MOET. 
FASB ARK MARES 


本 会 会 員 松 本 陸士 君 は 去る 9 月 11 A, 熊本 市 自宅 に て 病気 の た め , MEXHE 
Lio BRUI OKRA CRMORTEL, 御 冥 福 を 祈り ます 。 
HA BAK MERRBS 
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BRKUOBAS HEAR 


Petrology of Iwaki volcano 


河 野 義 #4, (Yoshinori Kawano)* 
# 木 謙一 郎 (Ken-ichiro Aoki)* 
Pl i Y (Kiyoshi Kadowaki) ** 


Abstract: Iwaki volcano, 1625 m. in hight, is a beautiful cone 
formed on the basement composed of Miocene and Pleistocene formations. 
In the early stage, the volcano erupted tremendous amounts of volcanic 
breccia of pyroxene andesite, which formed the greater part of the cone, and 
in the later stage, lava flows of pyroxene andesite were erupted. The 
central cone is composed of hornblende pyroxene andesite, which has 
abundant cognate xenoliths. All rocks belong to the calc-alkali rock series 
derived from a high-alumina basalt magma. 

Nine representative rocks are chemically analysed. They are chara- 
cterized by high in FeO+Fe,O, and low in alkalies, especially K,O than 
those of the other volcanoes of the Chokai volcanic zone. 


1. 緒 


PAULA AHI ZU ZS 1625.2m, 東西 約 12km, 南北 約 13km OF 
式 的 な 円 鑑 形 の 鳥海 火山 帯 に 屋 す る 成層 火山 で ある 。 弘前 方 面 か ら み た 形態 が 富士 山 に 
似 て いる の で 一 名 津軽 富士 、 と る 云わ れ , 津軽 地方 の 人 々 に より 古く か ら 親しま れ て 
いる 。 

岩木 火山 の 地質 に つい て は 1904 年 , IVEY) に よ ょ つて 報告 され た の み で あり , 岩石 学 
前 性 損 に つい て は 近年 勝 井 ) 及び 石川 に よ ょ つて 行なわ れ た も の が ある 。 

筆者 等 は 1959 年 夏 以 降 , 鳥海 火山 帯 の 研究 の 一 環 と し て 岩木 火山 の 地質 及び 岩石 学 的 
研究 を 行なっ つて 来 た が , その 結果 を 得 た の で こ ゝ に 報告 する 。 野外 調査 は 主として 門脇 
40, BARREL CHAK LOMA DN? 

x OPI & Fiz 5 14) OME L ABT: FP EAB RE, 現 
地 に 於 て お 世話 に な つた 弘前 大 学 酒 井 教授 及び 宮城 講師 に 厚く 御礼 遇 し 上 げ る 。 BK 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教 窒 
+e 北 海道 地下 資源 開発 株 式 会 社 
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LL AE HY EAL AR ALAA TBR O 未 発表 デー タ を 加え て 算出 し た 。 ROME 
意 に 深謝 する 。 


2. Hit BO Bw 


HK ORBORBRIIHS kL UBM HA THILO HELE CHAD, 東 及 び 北 側 
WEL L CHAE BHO HERG ABC PEERS D 5 TRO TW So 

岩木 火山 周縁 の 中 新 世 堆 積 岩 は 下部 より 田 の 沢 層 (GRRE) » 大 童子 層 (AIS) tar 
AB, 舞 戸 層 及 び 鳴 沢 層 ( 般 川 階 ) と 名 づけ られ て いる 。 田 の 沢 層 と 大 章子 層 は 不 整 合 関 
係 に ある が , その 他 の 各層 の 間 は 整合 で ある 。 こ れ ら の 各層 の 岩 質 は 次 の 通り で ある 。 

HORBLEL LCROAMRKE, 一 部 に 凝 灰 質 頁岩 , 北 灰 質 砂 岩 及び 砂岩 を 挟 在 
する 。 大 童子 層 は 板 状 層 理 の 極め て よく 発達 し た 黒色 硬質 頁岩 と MKRERAR St Ek 
LL, 青 緑色 の 浮 石 質 北 灰 岩 を 介在 する 。 赤 右 層 は 灰色 硬質 頁岩 と 黒色 シル ト 岩 の 坪 層 
か ら な つて いる 。 舞 戸 層 は 主として 黒色 灰色 シル ト 岩 の 互層 か ら な り , 局部 的 に 北 灰 質 , 
JRE Ro. 鳴沢 層 は 白色 浮 石 質 凝 灰 岩 , 一 部 に シル ト 岩 を 挟む 。 岩 木山 西入 に 外見 上 
寄生 火山 の 様 に な られ る 低い 丘陵 が あり , これ は 白色 の 流 袖 岩 か ら 構 成 さ れ て いる 。 し か 
し この 活動 は 岩木 山 の も の 以前 に 行なわ れ , 鳴沢 層 尋 積 当時 に 噴出 し た と 推定 され る 。 
BRUOKRRU ALCS S 第 四 紀 洪 積 世 堆 積 岩 は 鳴沢 層 を 不 整 合 に 被 う 基 訂 林 か 
ら 始 まる 。 下部 より 黄金 山 層 , 山田 野 層 と 名 づけ られ て いる 。 BRUBAKER MAR 
OR RM~ He SURKRZEHWERRS EOS, MRL, PRRs RVURKARD a 
に 移 化 し , 層 厚 は 5~10m で あぁ る 。 山田 野 層 は 黄金 山 層 か ら 整 合 的 に 変り , 灰色 一 白色 
BREWS, 火山 灰 及 び 砂 岩 か ら な り 層 厚 は 4~7m で ある 。 

段丘 堆積 物 は 岩木 火山 の 西 龍 と 南西 儲 に 局部 的 に 赴 出 し , 厚 さ 0.5~1m で あり , 頁岩 , 
Se MRKRESOMA 12), 南西 薦 の 黒滝 附近 に 於 て は この 段丘 堆積 物 の 間 に 岩 木 火 
山 の 初 期 噴出 物 を 挟ん で いる 。 


3. aA KW O BH 


岩木 火山 の 活動 開始 時 期 は 初期 噴出 物 と 段丘 堆積 物 と の 関係 及び 山体 の 開 析 が FAA E 
進ん で いな い 事 か ら 判 断 し て BORER CHEE SNS. 当時 の 地形 は 周囲 の 地質 構造 及 
び 現 地形 か ら , 盆地 状 構造 を な し 噴火 地点 は 海抜 200m EF CHORE BRENGZ 
在 の 岩木 火山 の 標高 は 1625.2m で ある か ら 炎 山体 の 高 さ は 1400m 以上 で あり , 東北 
地方 の 火山 に 於 て は その 噴出 物 の 厚 さ は 最も 厚い も の の 一 つ で ある 。 し か し な が ら KE 
か ら 海 抜 900m ¥CAMRS CHV, 燃 岩 類 累 積 の 厚 さ は 700m 以下 で ある 。 

BALK OPEB URS OM Hc EO THEO TOBA, 活動 様式 か ら 3 期 に 大 別 
する こと が 出来 る 。 火 山 噴 出 物 の 噴出 口 は 殆 ん ど 全 部 現在 の 山頂 外輪 火口 か ら 浴 流し , BR 
型 的 な 中 心 噴火 を 行なっ つて いる 。 

第 1 期 岩木 火山 の 初期 に は 英 大 量 の 大 山 角 奏 岩 を 噴出 , FABRE» 山体 の 大 部 
分 を 形成 し た 。 こ の 叶 出 物 は 山体 の 南 半 分 の 開 析 の 進ん だ 渓谷 に の み 直 出し, 海抜 900m 


の 位置 まで 認め られ る が , 北側 半分 は 開 析 が 殆 ん ど 進ん で いな い の で 赴 出 が 認め られ な 
Wo 
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第 1 図 岩木 火山 地質 図 
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1. 第 三 紀 堆積 岩 2. FARA 3. 第 四 紀 堆積 岩 
4. Kise 5. MRE 6. Phi Bl REE 
7. 寄生 火山 8. 降下 軽石 9. 中 央 火口 丘 類 岩 
10. Jk a 


第 2 期 第 1 期 た 続い て 行なわ れ た 活動 は , HELL CREOMHNCHSD, スコ リア や 
火山 角 功 岩 を 殆 ん ど 伴 っ て いな い 。 この 時 期 の 活動 で 現在 みな られ る 様 な 火山 形体 を ほ ゞ 
完成 し た 。 続 いて 山頂 に は 火口 の 崩壊 が 起り 径 800m の 円 形 火口 (外輪 山 ) を 形成 し た 。 
現在 こ の 外 輸 壁 は 東 と 西側 は 崩壊 し て いる が が, 南 と 北側 に 於 て は 明瞭 に 外輪 地形 が 保存 せ 
られ て いる 。 この 時 期 に 山頂 の 西 , 約 3.2km の 地点 に 寄生 火山 を 生じ た 。 その 後山 頂 
の 北西 , 南西 及び 南東 外輪 外側 か ら 燃 岩 を 流出 し て いる 。 

第 3 期 外輪 山形 成 後 , 最後 の 活動 と し て 中 央 炭 口 丘 の 噴出 が 行なわ れ た 。 これ は 前 
後 2 回 の 噴出 に よっ て 生じ た も の で あり , 最後 の も の は 径 300m, 高 さ 約 70m の ドー 
る ム を 形成 し て いる 。 この 中 央 火口 丘 は 岩木 火山 中 最も る 酸性 の る も の で AHORA 
含ん で いる の が 特徴 で ある 。 

外輪 東南 の 尾根 沿い に 厚 さ Im OF FRAS HS 2.5km, rh 0.3km に 豆 っ て 分 布 

LCS. COMME BOIK ( , その 他 の 場所 に は 認め られ な い 。 噴出 口 及び 噴出 時 期 
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は つま びら か で は な い が , PRADA LOM CARL COMPARED FH SN? BOE 
思わ れる 。 鳥海 火山 帯 火山 中 , 沼沢 火山 を 除く = ャ セコ, BR BY? RUA OM 
JRLVC LEE OHH BUILTH SAD bo 岩木 火山 に お ける 軽石 の 噴出 は その 量 は 少 
な い が , 噴火 型式 と し て 重要 で ある 。 

爆裂 火口 外輪 南西 外側 璧 に 美しい 円 氏 形 の 径 100m 以下 の 爆裂 火口 が 4 つ 存 在 し て 
いる 。 CH5UEROA CEBOVEMIE FOTO Ro その 他 外 輪 外 側 倖 面 に 9 個 以 上 
の 央 口 地形 が 認め られ る 。 し か し これ ら は いづ れる 爆発 の み で ある 。 

有史 活動 記録 に よれ ば 岩木 火山 の 有 実 時 代 の 活動 は 1597 年 以降 少な く と る も 6 回 以上 
行なわ れ て いる が , いづ れる も 爆発 の み で マグ マ の 噴出 は 行なわ れ て いな い 。 爆発 の 規模 の 
顕著 な も の は 次 の 通り CHS. 1597 年 , 外輪 南側 (南側 中 腹 火 口 と 推定 され る ) で 爆発 
し , 山崩れ を 伴っ て 山 胡 へ 流出 し た 。 1604, 1672, 1783, 1845 年 に も 爆発 し , 1863, 
年 2 月 15 日 に は 山上 の 2 ヶ所 で 爆発 し , 大 石 を 飛散 し て いる 。 その 後 休 正 し て 現在 に 及 
ん で いる 。 


4,868 OBRRKRHRR 

Be Xie Sakis BRR ¢ MERWE SRSILEM LODBET | 
ある と され て いる 。 し か し この 大 山 帯 に 属す る 東北 地方 の 火山 は 主として 石英 安山岩 か 
ら 成 る 沼沢 大 山 を 除き , BNERUBOMIIERKS ER, HLL CRARISE Db 
され て いる 。 岩木 火山 に 於 て も 1 期 及び 2 期 の 噴出 物 中 に 角 了 図 石 斑 品 を 含む も の は むし 
Ake C0, 中 央 火口 丘 類 岩 に 少量 含ま れ て いる に 過ぎ ず , ACSA BS 
成る 

久野 は 鳥海 秋山 帯 の 火山 の 本 源 マ グマ は BHC kO Cab AWORB OLS 
析 か ら 高 アル ミナ 玄武 岩 で ある こと を 示唆 し た ”。 
最近 大 河 8) に < よ ょ つて 鳥海 火山 は 高 ア ルミ ナ 玄 武 岩 系 列 の 玄武 岩 一 究 山 岩 が 噴出 し て いる 
の が 確認 され , 北海 道 = セ コ 大 山 の 初期 噴出 物 も 高 ア ルミ ナ 玄 武 岩 系 安山岩 で ある こと が 
DPN. し か し 岩木 火山 噴出 物 の 代表 的 な 薄 片 約 80 枚 に つい て 検 鏡 し た が , すべ て 
カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 安山岩 類 で あり , 高 ア ルミ ナ 云 武 岩 類 の も の は 認め られ な か つ な た 。 
また し ば し ば 発見 され る 同 源 捕 税 岩 も る カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 の も の で ある 。 従 つ て 岩木 
火山 に 於 て は 高 ア ルミ ナ 去 武 岩 系 火山 岩 類 の 噴出 は な か つた と 推定 され る 。 

岩木 火山 の 噴出 物 は その 構成 鉄 物 と 化学 組成 か ら 第 1 期 及 び 2 期 に 噴出 し た HRA RLY 
we tos SWC 中 央 火口 丘 を 形成 し た 角 図 石 煙 石 安山岩 の 2 つ に 大 別 さ れる 。 第 1 期 及び 
2 SIME orca PAPI ABE he SUR IY DBO LNSM, その 量 は 非常 に た 少なく, 
これ を 含ま な いも の と 本 質 的 な 差異 は な い 。 まな た 軽石 は 煙 石 容 山 岩 と ARARARWE 
の 中 間 的 性 質 を 示し て いる 。 岩木 火山 類 岩 の 頭 衝 鏡 観 窒 に つい て は すでに 石川 3) ko 
て 記載 され て いる の で , FREER, SNARE RILE, PERU ICOM Ch 
単に 記述 する 。 

WALWA BIMRU ZC L RMR (SRG PERI et Sd) 
VI ANRA CRAKE EL, SROSRA RUD et OGRE Tak 6 1, BERS 
CHA. GMPICARTAZLMBRL L CZRONRARULEORIMAEA, TBA RUR 
鉄鉱 , FRAC RU, PCAN SRY END. AIHA CH VY, 半 品 質 の も の が 多く , 
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FEED % DIS EER 70 APLAR RRR EEE CRA, SRAREEG, >SRDER 
B, 鉄 鉄 , クリ スト バラ イト , BRERUPAIACHSR, 結晶 度 ボ が 高く な る に つれ て が ガ 
ラス の 量 が 減少 し 上 記 鉄 物 の 他 に アノ ー ソ クレ ー ス が 現われ 初め , クリ スト バラ イト の 量 
が 多く な り , 石英 も 時 に 認め られ る 。 

斑 品 斜 長石 は 長く さ 4mm 以下 の 長 柱 状 ~ 柱 状 自 形 を 呈し , FCRHMRERL TO 
る 。 累 " 帯 構造 の 発達 が 著しく , 特に 外縁 部 に 於 て 顕 若 で あり , 中 心 部 より 外縁 に 向 つ て 規 
則 正 し く oscillatory zoning を な し て いる も の も ある 。 し ば し ば 内 核 が ガラ ス 化 され , 
その 周囲 を 新 解 な 結 品 が 厚く 包ん で お り , また 結 品 の 内 帯 と の 中 間 部 が 結晶 外形 に 沿っ て 
ガラ ス 化 さき され, チリ 状 包 有 4 物 が 多量 に 存在 する も の も ある 。 こ の 内 帯 は 外 帯 に 比 し An% 
が 2036 前 後 低く , FREE LHENS. MHWL CHEE, RRR, BERKS 
BROS れる 。 BRAKE, Kia, 普通 輝石 及び 磁 鉄 鉄 の 大 き な 斑 品 か ら な る 
glomeroporphyritic aggregate 27#7EF SZ, AHEAD An% は 90~60 で あぁ る 。 

bimbo moSn, 0.5mm 以下 の 自 形 ~ 半 自 形 を な す 。 ビ コタ イト 包 有 物 を 
含ん で いる こと が ある 。 時 々 蘇 煙 石 に よっ て 取 囲 まれ て いる こと が ある 。 

DEA ls 長 さ 3mm 以下 の 長 柱 状 自 形 , 結晶 縁 が 僅か に 丸 味 を 帯び て いる こと が 
ある 。 多 色 性 は 一 般 に 強く , ※ 三 淡 福 色 , Z 三 淡 緑 色 , 累 帯 構造 の 発達 の 著しい も の が 存 
在 す る 。 Pale (100) に 平行 な 普通 輝石 の exsolution lamellae が 認め られ る 。 包 有 物 
LU CLEORER, 倖 長石 が あぁ る 。 2Vg=75°~56°, ymax=1.710, Fs 22~41. 

SMBH 3.5mm 以下 の 短 柱 状 自 形 ~ 半 自 形 を 呈し , し ば し ば 結 品 輪 廊 が や ゝ 
SRE BUCS. (100) を 接合 面 と する 双 品 は 普通 に み ら れ , 反 和 覆し て いる こと が あ 
So MGA LRA LO EAMME AT LOWS), 常に 後者 が 内 側 に あり , 前 者 が 
後者 を 完全 に 包ん で いる も の も 稀 に みとめ られ る 。 包 有 有 物 と し て 少量 の 斜 長石 , 磁 鉄 鉄 が 
認め られ る 。 B=1.692~1.702, 2Vy=55°~47°, cAZ=45°, Wo44 En 39 Fs 17~ 
Wo42 Fn33 Fs25。 

斑 品 角 関 石 は 稀 に 存在 し , SER BLOF ANA MER RO TW So 

SPABERWE 。 中 央 火口 丘 を 形成 し て いる PR AMAKIUAS 肉眼 的 に 灰色 を 旦 
し て いる が , Bible LD CHRE BUR LOL HS. 一 般 に 粗 毅 で あぁ り , SRONRAL 
SE ORERHELBADY SNS. APCR CARTS LBL L CARA, THERA, Sei 
YEH, BE, 磁 鉄 鉄 , RILEY, KE RUGRAAD ENS AMILMACE RAC 
あぁ あり, Ree mIsAA, MHEG, Sen, 鉄鉱 , WAIKRA, TI -V 7 V-ARUZ 
リス トバ ライ ト で ある 。 斑 品 斜 長石 は 長 さ 5mm 以下 自 形 ~ 半 自 形 を 量 す 。 そ の 性 質 は 
輝石 寒 山岸 中 の る も の に 良く 似 て いる が や > ゝ 酸性 で あり , その 組成 は An80~53 , チリ 状 
AB ME At) Dis BEELV OL AW o 

PmMeAls 0.6mm 以下 の 自 形 ~ 半 自 形 を な す 。 結 品 縁 或 は BAC CARR 
鉄 化 し て いる も の が ある 。 

BE GLRIRE LEER AZ, 1.5mm 以下 , ¥=1.707~1.711, Fs=35~38. BE fae 
WEAts 1mm LL FORERAB~L ALB, LISLIEBL BRP ART BORD So Uh 
2 RANE LEAT Ato B=1.695~1.703, 2VY=56°~47°, cAZ=45°, Wo43 
En38Fs19~Wo42 En32 Fs26, 

BL PSPI Els 2mm 以下 の 半 自 形 を 量 す 。 —HCBLOA ARYA MEATY, 
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$e ROSIN SBI RERGAIC EEL, 小型 結 品 で は 完全 に 変質 し て いる も の も ある 。 新鮮 な 結 
卓 は 著しい 多 色 性 を 示す , X※ 三 淡 福 色 , Y= 赤褐色 , 2 aes, cAZ=0°, emin= 
1.704. 

PEA BLE 0.5mm Li FORE Se CARE HU rea CHO, 捕獲 結晶 の 可能 
性 も ある が , WHEE D IGRI ¢ FAD 5 NAWD CHER HR Zo 

軽石 軽石 は 淡 黄 福 色 の 極め て 窒 際 に 富む 粗 毅 の 岩 右 で あり , SROMARA b GREE 
が 認め られ る 。 鏡 下 に 観察 する と , Pedhd L CREA (An68~48), pee (emin= 
1.658, BAmax=1.693, Fal2~21), 28684 (y=1.707~1.711, Fs 35~38), 38 
HERA (2Vy=57°~55°, B=1.695~1.702, Wo 46 En 36 Fs 18~Wo45 En31 Fs24), 
PRILASIN A, BERGA OSFETET 60 BHISEL EU THAFALUO MSA, BALL Clr 
結 品 度 が 高く , AML CARA, TG, FRG RUBE iis BERD 5 
Bo 

時 々 右 英 の 皇 織 結 品 が 存在 し , FEROVHARIDRIC EOD TH ENTS. 

捕獲 結 岩木 火山 彗 岩 中 に は 捕獲 岩 は 非常 に 多く 殆 さ の も の に 含ま れ て いる 。 特に 中 
央 火口 丘 類 岩 中 に は 非常 に そ 多 い 。 その 径 は 稀 に 1m に も 達する が 10-20cm 位 の も の が 


oe lg 化 = 


1 | 2 | 3 | 4 5 

Vd Vd | VId Vid vd 
SiO, 56.08 56.35 | 55.75 56.90 60.31 
TiO, 1.18 1.25 | 1.10 0.87 1.02 
Al,O, 17.35 17.70 17.85 17.61 17.53 
Fe,05 5.27 4.34 4.40 4.1620 £6 0 
FeO 4.12 4.42 4.54 4.77 | 3.85 
MnO 0.16 O15 | ae Osi 0.19) ol re Gas 
MgO 3.43 3.51 3.41 3.00 | 2.59 
CaO 7.07 6.87 7.09 6.64. 5.97 
Na,O 3.25 2.90, say 8,18 3.29 | 3.20 
K,O 1,005, 1.08 | 1.05 0.93 | 1.20 
H,O+ Qo |) 70,78 0.67 0.85 0.70 
H,O- 0.42 p28: Sie Os 0.50 0.20 
BOY 0.19 0.18 O17 | 0.21 0.14 
Total 100.43 | 99.77 99.56 | 99.91 | 100.17 


分 析 者 , Nos. 1~8, 10, 青木 5), No. 9, PFE?) 


1. Hypersthene augite andesite, KARE AOR, JERR Ea 

2. Augite hypersthene andesite, 毒蛇 沢 

3. Augite hypersthene andesite, 赤倉 沢 

4. Hornblende bearing augite hypersthene andesite, 岩木 山頂 の 南東 1.5km 
の 尾根 

Augite hypersthene andesite, 寄生 火山 , 黒森 山 


os 
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多く , 又 数 mm 程度 の も の も 多い 。 捕獲 岩 は その 構成 鉱物 か ら 同 源 の る の と 他 源 の る の 
の 2 種 に 大 別 さ れる が , 殆 ん ど 全 部 は AES CHV, 他 源 性 の も の は 極め て 稀 で あ 
り , これ は 水 成 岩 起 源 の も の で ある 。 

同 源 捕獲 岩 は いづ れ も カ ルク ・ ア ルカ リ 岩 系 の 比較 的 基 性 の 安山岩 類 で あぁ あり, 鳥海 山 や 
月 山 等 の 同 源 捕 獲 岩 に 認め られ る 様 な 高 ア ルミ ナ 骨 系 玄武 岩 実 山岸 は 認め ちら れ な い 。 AW 
RBS ORME ORAL OW TE 石川 3) に ょ つて 記載 され て いる の で IS CHE 
略す る 。 
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岩木 火山 の 代表 的 な eS 8 個 と 中 央 火口 丘 類 岩 中 の 同 源 捕 獲 岩 1 個 に つい て 化学 分 析 
を 行 な つ た 9。 第 1 表 に は それ ら の 結果 を 噴出 順序 に 並べ て 示し た 。 ま だ 勝 井 2 に よ ょ つて 
Fite Dn7 PRA LEE ODAAMEE MZ ho BARKIWVABD Si0,% は 56.1~63.8 で 
BY, IDKWORA CARBERBRL COS 1 期 及 び 2 期 の 噴出 物 は 56.1~60.5% で 
ぁ つ て その SiO, SEILER. TARR IaH 5596 で あぁ あり, この 大 出 の も の 


組 成 
8 | 7 8 9 10 
| 
Vd | VI Vid VId Vd 
60.50 57.92 62.20 63.74 | 54.93 
0.68 0.89 0.53 | 0.34 | 0.87 
16.99 17.08 16.76 | 15.63 | 17.86 
3.34 2.49 4.29 | 3.58 4.56 
3.52 4.33 2.49 | 2.97 | 4.84 
0.13 0.13 | 0.15 0.09 | 0.17 
2.89 | 3.94 | 2.66 2.55 4.34 
Tec | 6.85 | 6.09 5.40 8.59 
| 
2.97 2.93 | 3.28 3.79 2.77 
1.06 1.05 | 1.03 1.59 0.83 
0.30 | 1.69 0.57 0.34 0.47 
0.20 | 0.45 0.18 0.35 0.04 
0.12 | 0.04 | 0.07 0.20 0.09 
100.01 | 99.79 | 100.30 100.57 100.36 
es Ea 


D 


Olivine bearing augite hypersthene andesite, 岩木 外 皿 南 

_Hornblende bearing olivine augite hypersthene andesite, 降下 軽石 中 の 

A, 山頂 と 百 沢 の 中 間 

8. Olivine hornblende quartz hypersthene andesite, 中 央 火口 丘 下 部 

9. Quartz olivine hornblende bearing augite hypersthene andesite, ps 
KA EIR 

10. Olivine hypersthene augite andesite, 同 源 捕 獲 岩 , 岩木 山頂 


a 
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と し て は 最も 基 性 で ある 。 鳥海 第 2 図 酸化 物 一 洗 酸 変化 図 
山 , 月 山 等 に みち られ る 様 な 基 性 の % 
燈 岩 は 岩木 山 か ら は 産出 せ ず , 20 
AHI = KIKY Os の と 類似 a ‘ i 
OG Soro ; - r < Os 
第 2 ic 酸化 物 一 理 酸 変化 図 
Lol 


EM feo 比較 の た め に 最近 化 oe 


BARD 行なわ れ た BMW 
e 
KES 55 個 の 平均 組成 を 求め (第 § Se en 


2 #2), その 変化 曲線 を 示し た 。 4+ e@ 
© 
最も 興味 ある こと は BAUS el 2 MgO 
の アル » ヵ カリ , 特に KK20 は 鳥海 火 OE el 
山 帯 平均 に 比 し て 非常 に 少ない A ° 
こと で ある 。 その 他 の 酸化 物 は G02 F Cad 
SiO。 の 逐 し いも の に 於 て は § i Na,O+K,0 
りや > ゝ 少なく, FeO-+ Fe,0, は 2 


K20 


多い 傾向 が あり , 酸性 の も の に 
於 て は 特に 大 き な 差 は みち られ な che 
Ww SiO, Yo 

° 

変化 図 に は 示さ な か つた が , BAK sis FeO に 対し て Fe,0, RB, HOT 
Fe。O。/FeO 上 比 が 高く , 0.8~1.2 で ある 。 Fe,0,/FeO LABVOUMEAUREOAT 


60 65 


第 2 表 Bie aD P(t 


| it 2 3 4 


| 

mere ie : | = 
SiO, 範囲 | <55 | 55-60 60-65 | 65< 
SiO, 53.4 57.4 61.6 65.6 
ADKOF, 0.8 0.8 0.7 | 0.7 
A1,O3 18.8 17.6 16.4 15.8 
Fe,O, 3/2 3.4 3.7 2.4 
FeO 4.9 4.1 3.1 Di, 
MnO 0.1 0.1 0.1 0.1 
MgO 5.0 3.6 O57 1.6 
CaO 8.4 he | 5.9 4.2 
Na,O 3.0 353 3.4 3.8 
K,0 ite 1.6 1.5 1.7 
HeOre 0.7 0.8 0.5 1B 
XO) 0.4 0.4 0.2 0.4 
P,O; 0.2 0.2 0.2 0.1 
Total 100.2 100.0 100.0 99.9 

平均 個数 | 19 26 8 2 
a 
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な く , PRAUTOUMD-KL, 例え ば 月 山 , 鳥海 山 , 等 風 山 及び = セコ 火山 に 於 て も そう で 
あぁ る 。 一 方 那 頃 大 山 帯 ソレ ー ア イト 岩 系 火山 岩 の こ の 比 は 0.2 へ 0.7 で あり , Fe,0;/FeO 
比 の 高い の は 鳥海 火山 帯 姓 岩 の 1 つの 大 き な 特 徴 で ある 。 

BACKUPS 及び 鳥海 火山 帯 に 属す る その 他 の KO MSO 組成 を MgO-FeO+ 
Fe,0,;—Na,0+K,0 三角 形 図 に 点 示 し , 那 大 火山 帯 ソ レー アテ イト 岩 系 と カル ク ・ ア ル 
カリ 岩 系 の 境界 線 を 第 3 図 に 示し た 。 第 3 図 か ら 明 ら か な 様 に 鳥海 火山 帯 の ゃ の は マグ 
マ の 分 化 の 中 期 に た 於 ける 鉄 の 濃 集 は 認め らち れず, 分 化 の 中 期 に 鉄 の 濃 集 が 行なわ れ た 那須 
火山 帯 ソ レー アイ ト 岩 系 の 分 布地 域 に 点 示 さ れ る も の は 全く 存在 せ ず , TCH DV 
ク ・ ア ルカ リ 岩 系 の 区 域 に 入る 。 し か し 岩木 火山 の も の は BEEK AYO も の の 中 で 
は 最も る 鉄 に 富む 区 域 に 示さ れる 。 


第 3 図 MgO-FeO+Fe。0。-NagO+K。O 図 
FeO+Fe,0, 


Na,0+K,O MgO 
@ 岩木 大 山 
〇 鳥海 火山 帯 = セ コ , BR, BY AW, RAW 
実線 は 那 頒 火山 帯 北 帯 ソ レー アイ ト 岩 系 と カル ク ・ ア 
ルカ リ 岩 系 の 境界 線 


BH) LES は 鳥海 火山 帯 の 火山 岩 は 那 雪 大 山 帯 の る ひ の の より も アル カリ が 多い が , 
環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 区 の も の より る も 少な く , 東北 地方 に 於 て は 東 ( 太 平 洋 側 ) か ら 西 (日 本 
海 側 ) に ゆく に つれ て 火山 岩 中 の アル カリ が 増加 する こと を 示し , 更に 最近 河野 , 八木 及 
び 青 木 3) は 東北 地方 の 講 火 山 の 詳細 な 岩石 学 的 研究 か ら , 勝 井 及び 杉村 と 同じ 結論 に 達 
RS 

岩木 火山 は 東北 地方 の 日 本 海 沿 時 に 平行 に 南北 に 走る 鳥海 次 山 帯 の 中 に 於 て は RDA 
平 洋 側 , 即ち 那須 火山 帯 に 近い 位置 に ある 。 す で に 述べ た 様 に 岩木 山 は 鳥海 秋 山 帯 大 山中 
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最も アル カリ , 特に K,0 が 少な い の が 特徴 で ある つて, FORAMAKWFAVT + 7 
ルカ リ 岩 系 の も の と 著しい 差 は 認め られ な い 。 これ は 地理 的 分 布 と 類 岩 の 化学 組成 と の 
関係 が 良く 一 致し , 非常 に 興味 ある 事実 で ある 。 那 僚 灰 山 帯 中 , Rd) SRK WC 
置 に ある 森吉 火山 類 岩 9) が 那 僚 火山 帯 火 山中 最も アル カリ が 多い こと > 対称 的 で ある 。 
し か し な が ら 岩 木 火 山 類 岩 の 構 成 鉱物 及び 化学 組成 は 鳥海 火山 帯 他 火 山 の も の と 類似 し , 
那 頃 火山 帯 の も の と は 本 質 的 に 異な つて いる 。 

岩木 火山 に は マグ マ の 分 化 の 早期 を 代表 する 燃 岩 は 全く 認め らち れず, カル ク ・ ア ルカ み カリ 
岩 系 安山岩 の み で ある が , 今 ま で 述べ て きた 岩石 学 的 講 性 質 か ら , 本 源 マ グマ は 久野 の 高 
TNiFERBCHOEBASLNS UPL, ©OB7 Vi FKERBYVT TALS 
海山 の も の より も や > アル カリ に 逐 し い ト ソ レー アイ トマ グマ に 近い 性質 の も の で あつ た 
と 推定 され る 。 この 本 源 マ グマ の 花 賠 岩 質 岩 類 或 は 理 質 岩 類 の 混成 作用 に ょ つて 生じ た 
カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 安山岩 質 マ グマ の 噴 火 に よ つ て 岩木 山 は 形成 され た と 考 えら れる 。 
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発達 する いわ ゆる 


長野 県 高遠 地方 の 領家 深 成 冊 類 
Ryoke plutonic rocks of Takato district, Nagano Prefecture 


@ IR Ha s (Satoshi Kanisawa) * 


Abstract : The Ryoke plutonic rocks of the Takato district have 
been divided into two groups, older and younger. 

The Hiji quartz dioritic rocks belonging to the older Ryoke plutonic 
rocks consist of amphibolites, fine to medium grained biotite-hornblende 
quartz diorites, biotite-hornblende granodiorites and aplitic granites. 
They have the different characteristics from the older Ryoke plutonic rocks 
of the other districts. Namely, in spite of the various rock types of the 
Hiji quartz dioritic rocks, hornblende, plagioclase and epidote in them show 
nearly invariable petrogenetical characteristics. Normative wollastonite is 
calculated from the chemical composition of the Hiji quartz dioritic rocks. 
These facts suggest that the Hiji quartz dioritic rocks have resulted from 
the granitization process of basic rocks in the condition of the lower-grade 
of amphibolite facies. 

In the mylonitization process of the Hiji quartz dioritic rocks, 
CaO decreases and Na,O increases. 

The petrological characters of the Osafuji quartz diorite are similar to 
those of the younger Ryoke plutonic rocks of the other districts. 


長野 県 高達 地方 は , 令 察 変成 岩 お よび 深成岩 が ひろ く 分 布 し , また 中 央 構造 線 に そつ て 


鹿 塩 片 麻 岩 の 標 式 地 と し て 知ら れ , 古く か ら 多 く の 人 々 に よ つ て 研究 


き 


れ て いる 。 この 地域 を 含め た 長野 県 南部 の 領 察 帯 の 研究 は 領 察 団 研 グル ー プ リ お よび 石 


[\) 


地域 と 同様 に 古 期 と 新 期 の 2 る つ に 分 けら れる こと が 明らか と な つた 。 
筆者 は , 高遠 地方 の 深成岩 類 の 顕微 鏡 的 特徴 と 化学 組成 と を 検討 し , 特に 古 期 深成岩 に 
属す る 非 持 石 英 図 緑 岩 の 成 因 に つい て の 老 察 を 試み た 。 
この 研究 を 行なう に さい し 終始 衝 切 な 御 指導 を 頂い た 河野 義 礼 教 授 , 植田 良夫 助教 授 に 


深い 感謝 の 意 を あら わす 。 実験 に あ た つ て 種々 の 便 宮 と 御 指導 を 頂い た 青木 謙一 郎 博 ゴ 
に 


深く 感謝 する 。 


2. 地質 の あら まし 


H+, 植田 , BE? ら に よ つ て 行なわ れ て いる 。 高達 地方 の 深成岩 類 に つい て は 橋本 3 端 
ら の 研究 が みな られ る 。 端 山 に よれ ば この 地方 の 深成岩 類 の 滝 入 時 期 は 領 察 帯 の 他 の 


長野 県 高遠 地方 は 主として 泥 質 岩 , 夏 質 岩 & と それ ら の 中 に 爽 存する 塩基 性 火山 岩 と を 
* LKB BRA AE 
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第 1 図 長野 県 高達 地方 地質 図 
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Batt SRRAKAME LU S15 CBBC BRT S HMB LU 新 期 の 深成岩 類 と か 
574. 変成 岩 類 は NE~NNE の 走向 を 示し て お り , ADE RRICTPOCTLOR 
成 度 が 上 昇 し , 片 状 ホ ルン フェ ルス か ら 片 麻 岩 へ と 移行 し て いる 。 古 期 深成岩 と し て は 非 
持 石英 際 緑 岩 と 南 向 花 賠 関 緑 岩 と が あり , 新 期 に た 属す る も の に は 長 藤 石英 隊 緑 岩 と 落合 花 
同 岩 と が ある 。 さら に 令 察 期 以 後 の 痢 入 と 思わ れる 高遠 花 賠 隊 緑 岩 が この 地域 の 北方 に 
存在 し 周囲 の 領 察 秦 成 岩 に 接触 変成 作用 を 与え て いる 。 非 持 石英 関 緑 岩 は 非常 に 不 均質 
な 岩 体 で , 角 隊 岩 質 の も の か ら ア プラ イト 質 花 向 岩 ま で の 広範 な 組成 変化 を 示し , FRR 
構造 が 閉 る し く N 35°E~NS, 75°W | の 走向 傾斜 を も ち , PHORRAREOTHNN 
凡そ 一 致し て いる 。 南 向 花 賠 隊 緑 岩 は , 非 持 石 英 関 緑 岩 中 に レン ズ 状 に 存在 する が , この 地 
BORA CL かなり 広く 分 布 し て いる 。 FERRERS 中 央 構造 線 に 近づく に つれ 圧 
砕 作 用 を は げ し く 受 け いわ ゆる 鹿 塩 片 麻央 と 呼ば れる ミロ ナイ ト に 移 化 する 。 JERE 
Aimee OG RC MR eK EL CAT SRR RARE BR CLAN 岩 質 の 捕 
Da BrBt So RRARNRS CLIFF RARS t OB BORRLAMW CHS, Bie 
町 北方 の 長 藤 附近 で は RRA REO 中 央 構造 線 に 接し て いる に も か ゝ わら ず 殆ど ミ 
ロナ イト 化 作 用 を 受け て いな いこ と か ら 長 藤 石 英 隊 緑 岩 は JERS kd MIC 
導入 し た も の と 考え られ る 。 落合 花 賠 岩 は F7 BHP AAL ERAS 
岩 を 貫 ぬ いて いる 優 白 質 で 塊状 , HHODLOCHS. 従来 鹿 塩 片 麻 岩 と 呼ば れる も の は , 
この 地域 で は 非 持 石英 隊 緑 岩 が ミロ ナイ ィ イト 化 作用 を 受け て 生じ た ポー フィ イィ ロイド 様 岩 が 
中 央 構造 線 に そつ て 幅 約 500m に わた つて み ら れ , その 中 に チャ ー ト に 似 た へ レフ リン 
タ 様 岩 が レン ズ 状 に 爽 在 す る (第 1 図 )。 


3. 深 成 沼 類 の 顕微鏡 的 性 質 


深成岩 類 の 岩石 学 人 的 性 質 に つい て は 端 山 が ORL WFR BAO CH > で は 化学 分 析 

を 行 な つ た も の に つい て の み 記 載 す る 。 
JERARARI 片 麻 状 構造 が 著 る し く , ARS, 細 粒 中 粒 黒 雲母 角 図 石 石英 関 緑 
岩 , 黒雲 母 角 関 石 花 向 阿 緑 岩 , アプ ライ ト 質 花 内 岩 な どの 岩 相 か ら な り , し ば し ば これ ら 
DRC Rae aL TW So 

1) RS : BRA, MAC CS HRAREE RL, 組織 は グラ ノブ ラス チッ ク で あ 
40. SRALMBAHALEELL, 少量 の 黒雲 母 , AH, チタ ナイ ィ イト, VERA, BRK 
を 伴 な つて いる 。 告 長 石 は An49~37 CRE Mabe 7, 昧 帯 構造 は 殆ど 示さ な い 。 普通 
角 関 石 は 他 形 で , 2Vx=70°, «=1.664, y=1.687, 多 色 性 X= RR, ZZ 三 青 緑 , 時 に 
SEA, FIFA PD RMBATS ごく 少量 の 黒 圭 母 は 褐色 で 緑 泥 石化 し て いる 。 

2) 細 灯 ~ 中 粒 黒 雲母 角 図 石 石 英 図 緑 岩 : 細 灯 の も の ほど 優 黒 質 で ある 。 P> HR 
WRAL A, SERA, BEE, 石英 か らち ら な り 緑 れん 石 , BHAA, FYF1), AR 
Bi, ジルコン, WRK PEG BUGIS ALA MTE CRA Mane 7%, RCI eS 
曲 し て いる 。 累 帯 構造 を な する も の は 少な く , LIELISH OMAAAMET S. An43~32 
CHS. PRIAILEPR HE CARA, 石英 を 包 有 する こと が あり , 2Vx==70°~71°, a= 
1.658~1.664, y=1.683~1.687, 多 色 性 は 交 三 黄 緑 , Z—BR, CHS. BERIEH 
状 で わずか に 緑 泥 石 化す る こと が あり , チタ ナイ ト に 取 囲 まれ て いる も の も み ら れ る 。 
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7=1.644~1.653, X=), Z=ABECHS. BRILREH CHR FEL 
FSVVRBYICe RT o RNAA LENA Aides ERO CHL, BN AAO) Y 
を 緑 れ ん 右 が 囲ん で いる 。 

3) PHBE ALAERIRE : 片 麻 状 で 斜 長 石 ) カリ 長石 , 石英 , SAA, 景 
EStELURNAA, BHAA, BRA, 磁 鉄 鉄 が 少量 存在 する 。 尊 状 他 形 の 斜 長 石 は 
An43~38 CRA Mae EL BU RPE RT. 時 に は 石英 を 包 有 する 。 カリ 長石 は 
ご く 少 " 量 で 間 培 的 に , Risa Pic antiperthite 状 に 四角 結晶 と し て 存在 する 。 普 通 
SARS ERC, RAV FY 7RARA, 石英 を 包 有 する こと が あり , 2Vx==59°, 
¢=1.663, y=1.683, 多 色 性 は 交 三 黄 緑 , Z 三 濃緑 。 黒 雲母 は 線 を チタ ナイ ト で 囲ま れ 
る の が み ら れ , y=1-667, X=, Z=AM, し ば し ば 緑 泥 石 化す る 。 ABARAT 
存在 し , 明 瞳 な 波動 消 光 を 示す 。 少量 の 緑 れ ん 石 と 福 れ ん 右 は 極め て 普通 に み ら れ る 。 

4) 7774 Bilis : 優 自 質 で 片 麻 構 造 は 殆ど 認め ちら れず , より 塩基 性 の 部 分 に 
脈 状 叉 は 締 状 に は いり 込ん で いる 。 石英 , カリ 長石 , 斜 長石 か ら な り , 少量 の 黒雲 母 , 線 
れん 石 , 褐 れ ん 右 , WRG EER So BERR EE OREIDEDESL Yo DU EAIDE 
RZ L FEE cE CAFE L EAE LL, BERG RO/-MER EAST S. HERBIE 
An35~32 GRY MEE ALIGEIS. し ば し ば ミル メカ イト を 生じ 周縁 部 は アル バイ 
}BOSTVWRCHENS. RESOSEHIX=HR, ZRH CHE RIEAILEL T 
いる 。 

ミロ ナイ ト いわ ゆる 慶 老 ミロ ナイ } ト と いわ れる も の に は 高遠 地方 に 於 て る 種々 の 岩 
相 が び が み ら れ , 花 賠 岩 質 岩 源 の も の や 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 源 の も の な ど が ある が が, ここ で 
は 顕微 鏡 的 に 非 持 石英 図 緑 岩 が 源 岩 と 壮 え られ る ポー フィ ロイ ド 様 岩 と ヘレ フリ ンタ 様 
BLIZOW CARS O 

1) ポー フィ イィ ロイ ド 様 斜 長石 - 角 関 石 - 石 英 - 緑 れん 石 - 方 解 石 - 緑 泥 石 岩 : PR AMAR 
FCA HISAR Cl Zo ミロ ナイ ト 構 造 を 示し 円 味 を お び た 結 長石 お ょ び AMAA 
卓 状 に 存在 し , 石英 と 緑 れ ん 石 が その 周り に 細 粒 結晶 と し て 存在 する 。 告 長石 は 円 形 粒 状 
CRT Mabe 2, 時 に 黒 帯 構造 を 示し , ア ル バ イ ト 質 の 縁 を 有する 。 角 関 石 は 他 形 で , 多 
色 性 は ※ 三 淡 緑 , ZUR ALISA RITE CRENIERBS Lo HN AAILROR 
AINA OMIKFET 0. 少量 の 方 解 石 と 緑 泥 石 が 存在 する 。 お そら く こ の 問 石 は 非 持 太 
英 隊 緑 岩 中 の や ゃ や ゝ 塩基 性 の 部 分 の 変っ つた も の で あろ 3 。 

2) ヘレ フリ ンタ 様 斜 長石 - カ リ 長 石 - 石 英 - 紅 れ ん 石 - 絹 雲母 岩 : 青 灰白色 統 密 で チャ 
ー ト の 様 に みえ る 。 長石 が 斑 品 状 に 点 在 する 。 や ゝ 片 理性 を 有する 。 INBOMEAILR 
FH RMRVRARGBAR HN, 絹 雲 母 化 する 。 カリ 長石 は antiperthitic に 僅 長 石 中 に 
存在 し , 或 は 卵 形 結晶 と し て み ら れ る 。 石英 は 細 粒 で 長石 の 卵 形 結 品 の 問 を うず め て お り 
強い 波動 消 光 を 示す 。 緑 れ ん 石 は 尊 状 で 点 在 する 。 SABRI EER CAE DBO 
と み ら れ る 。 こ の 他 チ タナ イィ イト, VR, 磁 鉄 鉄 , 方 解 石 な ど が 存在 する 。 

RRO RAs Thi, 塊状 の 黒雲 母 角 図 石 石 英 関 緑 岩 で し ば し ば カミ ング トン 石 を 含 
to 和 祭 長石 は 半 自 形 の 卓 状 又は 柱状 結晶 で 栓 片 双 品 お よび 買 入 双 品 が み ら れ , WM Re 
構造 を な し , や ・ ゝ 汚染 し て 絹 雲母 化す る 。 成 分 は An57~45 GHZ. BRP 
で 間 培 的 に 存在 し 副 い 波動 消 光 を 示す 。 普通 角 図 石 は 他 形 で ポイ キリ チッ ク に 和合 長 石 を 
包 有 し , 2Vx=75°, a=1.653~1.659, y=1.680~1.685, 多 色 性 は 文 二 帯 黄 白 , Z= 


i 33 Fe x 115 


iO DVT by Bite CHANG LHAL, 両者 の b 軸 は 一 致す る 。2Vz=85?, 
«=1.653 y=1.683 で あぁ る 。 黒 雲母 は Z=ABEC, y=1.647~1.654 で あぁ る 。 

な お 十 期 深成岩 に 属す る RITE RBIS Id HALO HR SE GPE RE CAL 
長石 , AR カリ 長石 , BES, WESMAtELLBNAA, BRAKE EERO 
Do BHO AES LPR CHR ORES ME CHE, DIRE, SHH, B 
雲母 か ら な る も の で ある が , これ ら の 詳し い 記 載 は 省略 する 。 

非 持 石英 隊 緑 岩 中 の 角 了 関 石 と 黒雲 牌 の 間 の 光学 的 性 損 の 世 係 は 第 2 図 の ょ うに な り , 角 
WAD y と 黒雲 母 の y と は 正 の 相関 々 係 に あり 角 関 石 の 2Vx LREROY LUO 
関 々 係 に ある 。 非 持 石英 関 緑 岩 中 の 普通 角 関 石 は すべ て 青 緑色 な いし RETESET 
あぁ あり, 長 藤 石英 隊 緑 岩 中 の も る の は 緑 福 色 普 通 角 関 石 で み ミ ング トン 石 と 共生 する の が 特徴 
で ある 。 
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JER ARRIE OWT 代表 的 な 岩 相 5 個 と JER GRABS LU ankt 思わ れ 
る ミロ ナイ ト 2 個 及び 長 藤 石英 隊 緑 岩 1 個 の 化学 分 析 を 行なっ つた (第 1 表 )。 非 持 石英 関 
緑 岩 の 分 析 値 か ら 組成 変化 図 を 描く と 第 3 図 の よ ょ うに 綺麗 な 曲線 が 得 ら れる 。 この こと 
IER GEER Ik 多様 の 岩 相 を 持つ て いる が 成因 的 に 一 連 の も の で ある こと を あら わ 
し て いる 。 分 析 値 より ノル ム を 算出 する と 非 持 石英 図 緑 岩 は アプ ライ ト 質 花 賠 岩 を 除い 
て Wo (wollastonite) が あら われ る が , これ は 領 察 帯 の 花 賠 岩 類 が 一 般 に C(corundum) 
PAMANGZ AD LICML CHER CRANE CHS. EK) VL An: Ab: Or eR 
す と 第 4 図 の よう に な り 加 納 5) の 分 類 に よる 領 察 新 期 型 と 領 察 古 期 型 の 中 間 的 な 位置 に 
プロ ッ ト さ れる 。 さら に 非 持 石英 隊 緑 岩 か ら 導 び か れ た と BALNSZ i at1 ORM 
fhe ETAL, 2aFt4 b Clk SIO, DHICHL T FeO, Fe,O; BEU MgO lige 
石英 関 緑 岩 と 殆ど 同 量 で ある の に CaO が 著 る し く 少 な く , NagO が や ゝ 多く な つて いる 。 
フク ルム で は C が か な り 算 出さ れる 。 この た め , An: Ab: Or 比 も 非 持 石 英 図 緑 岩 の そ 
る は はなれ だ た こと る 0e 示 る る の 5 な で と が らら JERRRMRS A i a 
ナイ ト 化 作用 を 受け た 際 に は 単なる 圧 砕 作 用 の みな ら ず , CaO, Na,O な どの 移動 が 行 
な われ た こと が 考え られ る 。 長 藤 石 英 隊 緑 岩 の 分 析 値 は 1 個 だ け で ある が FeO に 富み , 
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lg JePORIRS, iat 4 RURRARARAO (LSM 


1 2 3 |e ieee 8 

SiO, 47.72 | 49.58| 54.62| 63.92| 75.13| 59.30| 71.40| 54.75 
POD 1.37 SS EO OS 00-54.) 2.0.07.) 10-95 Wie. 0 221 OO 
Al,O; 18.09 | 17.60] 18.33] 16.38) 13.34] 16.50 | 14.42! 18.38 
Fe,O, S67 | 1.83 | 1.44) 1.04 | 0.207] FiSe ) SO2es tas 
FeO {0.19,| 8.55 | .8.93 | 3.99) 0.50.) " $.19) 1-63 |" “7.05 
MnO O.29) ~0,077," 0.05 1 0.08 | nrc, 0.04} 0.02) 0.06 
MgO 3.91| 4.89] 3.90] 1.56] 0.08] 2.81 1.63: | or4t 
CaO ir | 8.78 EC RO ER Sis) Minden eos 
Na,O $.07| 2.81 | 2.76) 3.47 | © 2.42) I RL RR 
K,O 0.971 1.99} 11969" 2.20) 8.64) 1.85°|" “2163 Orgs 
H,O+ LO PIS RIT VOLT SO. 200) © SAS 1 ABS SSG 
H,0- Out | 0.36 | 40/234) 0.16") ~ 0.04) 9 0:28] 01201F Eo8 
PO; 0.22) 0.18] 0.14) 0.13] 0.04) 0.15 | 0.07) n.d. 
Total 99.42 | 99.47 | 99.29 | 99.29 | 99.42 | 99.65 | 99.88} 99.08 

fale ( 敬 ヶ 根 市 大 洞 東 ) 分 析 者 , BR 

MAREE BNA AR ARE (AYR) 


1 

2 

3. PHRASE ANA ARM (AYR) 
4. PACREER AA (Em AR (AYR) 
5. 
6 


T7774 >} BGR (AYR) 
ポー és イィ ロイ ィ イド 様 斜 長石 - 角 関 石 - 石 英 - 緑 れん 石 - 方 解 石 - 緑 泥 石 岩 (RAN 
馬越 

7. ヘレ フリ ンタ 様 斜 長石 - め リ 長 石 - 石 英 - 緑 れん 石 - 編 雲母 岩 (高遠 町 非 持 ) 
8. 黒雲 母 カ ミン グ ト ン 石 普通 角 半 石 石英 隊 緑 岩 (SAY ARR) 

1~5. 非 持 石英 図 緑 岩 

6, 7. 非 持 石英 関 緑 岩 源 と 思わ れる ミロ ナイ ィ イト 

8. ARAIER REE 


K,O に 乏しく いわ ゆる 領 察 新 期 の 花 韻 岩 類 と 同様 の 化学 的 性 質 を 有する も の で ある 。 


5. JRE RMBs RA 


FARA ia O MAIC OC 橋本 は 野外 及び 頭 微 鏡 的 観察 か ら RH OAC HEE 
する 角 隊 岩 の 花 賠 岩 化 作用 に よる も の で ある と 考え , さら に 端 山 は , TORIES 
岩 中 で カリ 長石 に 富ん だ 相 が 部 分 的 再 妖 融 に よ つ て 生じ , それ が 浪 み 出し て 緒 状 構造 を 作 
つた と 結論 し た 。 ここ で は IF RIR EIA BNS 三 三 の 事柄 か ら そ の 成因 に つい て 
考察 し た い 。 

まず 非 持 石英 隊 緑 岩 は 非常 に 不 均質 で , SRE 2 5 MR~ PRBS, X BICTE 
賠 際 緑 岩 へ と 潤 移 関係 を 示し て いた り , それ ら の 岩 相 が 納 状 構造 を な し て いた りす る 。 化 
学 組成 は 塩基 性 の も の か ら 酸性 の も の へ 一 様 に 変化 し て お り , ノル ム Wo が 算出 され 
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第 3 図 JHARARAOMRALY 


る 。 そ の 組織 は 典型 的 な 花 内 岩 組織 を 示さ ず , SAD RARE AT % OBE CHV 
SL (, 岩 相 変化 が 閉 る し い の に 反し て その 成分 は 平均 An40~35 程度 で ほ ば 
一 定 し て いる 。 ま な た 深成岩 中 の 普通 角 図 石 は 一 般 に 塩基 性 の 岩石 中 の も の ほど 福 色 で , B 
性 岩 に な る に し た が つて 緑色 ~ 青 緑色 と な る 傾向 が ある が , JER RAS HOPPE 
右 は すべ て 緑色 ~ 青 緑色 で あぁ る 。 この 様 な 事実 か ら 非 持 石 英 隊 緑 岩 は 類 融 マグ マ か ら の 固 
結 で は な く , 一 種 の 花 隊 岩 化 作 用 に よ つ て 生じ た も の と 考え た 方 が 良い 。 も し マグ マ か ら 
固 結 し た も の と すれ ば AAC 固 結 し た 塩基 性 岩 中 の も の ほど 石灰 質 で 晩期 の る 
の に な る に し た が い ソ ー ダ に 宮 む 竹 で あぁ る 。 角 図 石 も 塩基 性 の 岩石 中 の る も の ほど BAT 
ある と 思わ れる 。 さ ら に 非 持 石英 了 緑 岩 中 に は 少量 な が ら 緑 れん 石 が 普遍 的 に 存在 し , & 
| 長石 (An40~35 平均 ) と 共存 し て いる こと も これ ら の 事実 を うち づけ る も の で ある 。 RK 
| 藤 ') は 勿来 地方 の 変成 岩 の 研究 か ら , 角 了 関 石 の Z 軸 の 色 は それ を 含ん で いる 岩石 の 化学 組 


る 
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第 4 図 非 持 石英 関 緑 岩 , ミロ ナイ ト 及 び 長 藤 石 英 図 緑 岩 の ノ ルム An: Ab: Or 比 
An 


Or "Ap 

Ri, 。 非 持 石英 図 緑 岸 。 半 黒 丸 ミロ ナイ ト 白 丸 RRR SERRE 

R : Roe R’: Rea 
成 に 関係 な く 変 成 度 に し た が つて 規則 的 に 変化 する こと を みい だ し , FNS KREOM 
結 温度 を 推定 し て いる 。 RE~ TRA BANGE SL, 緑 れ ん 石 と 倖 長石 が 共存 する 談 
成 岩 は 角 関 岩 相 の 低 度 の 部 分 に 属す る も の で ある と 云 う 。 この 事 と 非 持 石 英 図 縁 岩の上 
に あげ た 講 性 質 か ら , 非 持 石英 因縁 岩 は 角 陸 岩 相 の 低 度 の 部 分 に 相当 する 温度 で 塩基 性 岩 
か ら 共 内 岩 化 作 用 に よ ょ つて 生じ た も の と 考え られ る 。 COMBS HE Abn Amo 
た で あぁ ろう 。 わ ず か に アプ ライ ト 質 花 賠 岩 の 部 分 は , SSW BSL PMO ORAL 
て 締 状 構造 を 生じ た も の か も し れ な い 。 TR OBR COED RARE ZEEE AS 
存在 する の は 他 の 地方 で 知ら れ て お ら ず これ に つい て の HRAMMRA 今後 の 問題 で あ 
Do 
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1) _ 領 察 団 研 ダグ ループ, 領 察 帯 の 団体 研究 と 中 部 地方 地質 図 , 地球 科学 , No.25, 1~ 
3, 1955. 

2) Ishii, K., Ueda, Y., and Shimazu, M., The geology and petrology at 
the Ina district in the Akaishi Mountain Range, Nagano Pref., Sci. Rep. 
Tohoku Univ., Ser. III., 5, 183~200, 1956. 

3) Hashimoto, M., On the basic plutonic rocks of Miwa and Inasato 
district, Nagano Pref., 国立 科 博 研 報 , 3, 137~155, 1956. 

4) Hayama, Y., The Rydke granitic rocks in Komagane district, Nagano 
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ARB E RICH SERBS 
Contamination effect in Okueyama granite 
> en $1. (Noboru Oba) * 


Abstract: Okueyama granite, which is essentially granodiorite, 
situating in the border common to Miyazaki and Oita Prefectures in Kytsht 
will be able to be divided regionally and petrographically into two types, 
Shishigawa type and Horigawa type. 

The granite mass includes epixenolith characterized by spinel, 
corundum etc, and basic hypoxenolith characterized by augite, hornblende 
and a diabasic texture in widespread. 

The Okueyama granite, especially Horigawa tyep, is high in alumina 
and potash, and its position on the AKF diagram suggests that it has an 
affinity with hornfels and pelitic xenolith. Namely, the formation of this 
granite has a close relation with pelitic or aluminous sediments, and its 
heterogeneity is mainly originated from the contamination effect by them. 


PS Gwe) = 
I KORRES SARUTER BE (BIS), BUY? < よ つ て 明らか に され 
ライ ト を 


た 特徴 の あぁ る サテ も つ 族 般 状 岩 塊 で ある 。 
この 岩 体 は , 四万十 団 層 群 に 属す る , 主 に 頁岩 en 第 1 図 大 崩山 花 賠 岩 の 位置 
sake & び 砂 岩 よ a0) eae: る 堆積 岩層 中 に ,;, ミー pie 不 (破線 は FRe-) (0H 


we a ie a SN > 
ORK, KERGAO-MCMAT SLO V-7 
ey Ae yO OY So 

最近 , 鹿 川 花 論 図 緑 岩 の 詳 細 な 岩 右 化学 的 性 質 が 野沢 

B®) に よ ょ つて 報告 され た 。 

筆者 は , 1959・19CO 年 の 2 度 に わた り , FIRE 
粋 郡 北 川村 祝子 川 お よび 同 郡 北方 村 鹿 川 の 花 税 岩 (第 2 
図 ) を 観察 し た 。 本 報 で は , 特に , NO? お よび 祝子 
中 6) の 花 癌 岩 に 関す る 汚染 影響 に つい て 多少 の 考察 を 試 
みた 2。 

この 研究 の 過程 で , RELBHEBRLE EY, か つ , 
多く の 有益 な 助言 を し て 下さ つた 黒田 吉 益 氏 に 厚く 御礼 四 し 上 げ る 。 ま た , 偶 重 な 論文 を 
生 え 下さ つた 鳥山 武雄 教授 , 分 析 の 御 指 導 を 頂い た 柴田 秀臣 教授 , 御 教示 頂い た 野沢 保 


| * 鹿児島 大 学 文 理学 部 地学 教 夫 
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第 2 図 宮崎 県 東 括 杵 郡 鹿 川 ・ 祝 子 川 地 方 の 地質 図 
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黒丸 は 分 析 試 料 採 取 地 点 , 番号 は 第 3 表 と 同じ ) 


2.』 鹿 川 型 と 祝子 川 型 


この 岩 体 の 主体 は , 長 さ 約 0.5-1.0cm DERAOKE 2 AMR } OB ABRERIE 
iia ds 5 ROT So COO, BAMA, 下 鹿 川 一 上 鹿 川 一 鹿 川 越 に お いて さよ 
く 観 察 さ れる の で , HAE, 鹿 川 型 と 呼ぶ こと に する 。 

岩 体 の 東方 , 祝子 川 附 近 の も の は , 一 般 に , より 不 均質 で あり , 一 層 暗 色 が か つた , よ 
り 細 料 の 外観 を 呈し て いる の で , RES a ae ee 
両 型 の モー ド を 人 第 1 表 に , 光学 的 性 賀 を 第 2 表 に , 化学 成分 を 第 3 表 に 示す 8 

鹿 川 型 この 型 の 花 賠 較 緑 岩 は , IC GRR: TERA - Bee 黒雲 評 お よび 緑色 普通 角 
WAKO RD, PRA: DIY + BRK IR HR BE GV y+ A 
EL MMARML LUTEA COBO 

ARAL, 大 型 の 斑 品 状 を な する も の と , 小型 の も の と が 観察 され , 大 型 の も の は 」 し 
ば し は ば その 周縁 で ミル メカ イト 連 品 を 形成 し て お り , その 中 心 部 (core) は , し ば し ば マソ 
ーシュ ライ ト 化 し て いる こと が ある 。 ERG, し ば し ば パー サイ ト 連 卓 を 形成 し て い 
So REAL, PNG LICR OT, 集 玖 状 集合 体 と し て 現われ る 傾向 が ある 。 角 
Walt, x=, z 全 淡 緑色 な いし 緑色 の 多 色 性 を 示し , (100) を 結合 面 と する 双 品 
が 時 々 観察 され る 。 

祝子 川 型 この 型 の 主 成 分 鉱物 お よび 副 成 分 鉱物 は , LAL BYNES wows, ye 


} 


rier 
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第 1 表 AMUTEMAOe— FMD 


No. 1 oe 5 6 i 8 

Q 26.2 $1.0. )) 2Biat 34.5 32.3 B72 27.9 32.1 

Or 20.5 18.1 12.8 25.3 23.6 14.7 15.8 17.5 

Pl 39.2 33.4 36.2 31.0 34.5 34.6 41.7 38.2 

Bi 9.9 11.2 11.7 6.8 WE 1207 IO 9.1 

Hb 2.5 4.3 7.0 2.0 1.6 0.3 1.9 2.2 

Others 7 2.0 | 141 | 0.4 0.7 0.6 0:65 |= 

No. Ea ie Ce eee | 12 ie | a4 siete ag 
Q 37.3 | 30.6 Dee, 23.2 34.6 | 37.2 | 35.6 | 32.1 | 31.6 
Or GB CESS | 28.3 17.9 DE SZ OS MONS ESOLOM 1S 
Pl 24.0 |. 813. | BEX 42.7 31.6 | 22.4 | 36.1 | 23.9 | 35.5 
Bi 8.5 11.9 5.9 S808 10.8 7.9 | 6.0 | 14.1 | 19.0 
Hb 2.8 2.0 Biol 7.4 0.8 ae ee | — 
Ohers on eo | = — = = = — = 
1, 2. 鹿 川 弄 

1. 宮崎 県 東 百 杵 群 北方 村 鹿 川 堆積 岩 と の 接触 部 より 採集 せる 隊 圭 花 賠 隊 緑 岩 

(Sample No. 403-C) 

hE (403-L) 

3. PALAIS OL) EPISE TE fs Bo 

4. jAsRR Emp (72401-A) 

5. [AE ( 72401-B) 

6. fAsbPERI TEMPS (409) 

Te Ace 


8~17. 黒田 論文 より 引用 


QO: 石英 ) Or: ERA, Pl: Aes, Bi: See, Hb: Pie. 


の よう な 注目 すべ き 2, 3 の 特徴 を も っ て いる 。 

大 き な 税 長石 に は , その 周 置 で ミル メカ イト 連 品 を な する もの が し ば し ば 認め られ る 。 K 
帯 構造 の 帯 に 平行 に 配列 する 微粒 の 黒雲 母 を ポイ キリ チッ ク 状 に 包 有 有する も の が ある 。 

黒雲 母 の 屈折 率 は , 鹿 川 型 中 の 黒 圭 生 の それ に 比べ て より 低い 。 角 図 石 の 多く は , ABR 
黒雲 母 の 集合 物 に よ つ て と りか こま れ て いる 。 

細 粒 の 石英 ・ 正 長石 ・ 和 斜 長石 お よび 黒雲 母 か ら な る 集合 体 が し ば し ば 認め らち られ, か つ , 
この も の は , 全体 と し て モザ イク 村 造 を 呈す る 。 こ の 集合 体 中 の 和食 長石 は , An MICA 
し く (5-16%), SRB, DO, 無双 品 ま た は 単純 な 双 卓 形式 の も の で ある 。 この モ 
| ザ ィ ク 状 集合 体 が , ARBOR B(EMNRA Pic, 明らか に 分 散 (拡散 ) し て いる 状態 が , 
Hic, 鏡 下 で 観察 され た 。 

後 で 述べ る 黒雲 母 片 岩 状 捕獲 岩 の , 鏡 下 に お ける 様子 か ら 判 断 す る と , この 集合 体 は , 
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第 2 表 大 崩山 花 賠 岩 及 びそ の 関連 岩 類 の 人 造 岩 鉱物 


a 


Rock Plagioclase Biotite Hornblende 
Shishigawa- n,=1.536 B=1.678 | ot.681 
aie) i 
type N,=1.550 X=hght yellow CA Z=20° 
(403-C) An 16-30 Y==-Z=deep brown | 2V,=60°, 60° 
X=light yellow 
| Z=green 
Hérigawa- n,=1.536 | B=1.676 a@=1.659 
% B=1.676 
type My= 1022 X=clear light CAZ=20° 
(409-X) An 16-35 | yellow 2V,=incapable 
Fl oe X=very light 
Y= 7——deep | yellow 
brown Z=light green 
Schistose An 5-16 B=1.647 X=yellowish 
. X=light yellow green 
nee Y-=-deep reddish | Z=dark pale 
(409-X) brown green 
ae : : | | 
Hornblende- An 20-46 C6 
biotite 1.662-1.670 
granite 
(Kuroda, 
1948) | 
Biotite- An 36-39 B= 12655-1659, 
granite 1.661-1.662, 
(ditto) | 1.662-1.669 
Granophyre An 38-39 | 6=1.662-1.670,__| 
(ditto) 1.661 
Ditto An 35-38 B=1.659 8 
Xenolith B=1.659-1.660 
(ditto) 
Ditto B=. 647 4 


明らか に , この よう な 捕 織 岩 か ら 由 来 し た も の で ある 。 従 つて , 祝子 川 型 は , HERA 


堆積 岩 に よる 汚染 作 
大 崩山 花岡 岩 は , 


HEE OKA RL, 


HEROD CHEZ LER So 


POR BARA TERS IC (EER LORE) を も つて お り , KH 
帯 岩 石 区 *) の 変化 図 (第 3 図 )10) (曲線 は その 一 部 を 示す ) お よび 進化 曲線 (第 4 図 ) 上, 大 
Pave) と 同様 に , 全体 の 中 の , ほ ば 中 間 位 置 を 占め る 。 


3. 4 獲 8 # 


花 賠 岩 体 は , 大 き さ (BF) 1-2cm, 5-15cm お よび 30cm HBO, SRF YORE 
を 普遍 的 に 包 有 し て いる 。 


黒雲 母 片 岩 様 の 外観 を 呈し , し ば し ば , RRA, EICHLER, O 


7 


| 


ef HF R xX 
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組織 を よく 残し て いる 。 

黒田 8) は , & ORAS, 鏡 下 で 火成岩 
組織 を 示さ な いこ と , 黒雲 母 の 屈折 率 が , 母 
atthe PORZSEO それ より る も 低い こと か 
ら , これ ら の も の を 堆積 岩 源 で あぁ る と 考 えた 。 
し か し , 一 方 , 捕獲 岩 の 中 に は , 量 的 に は 
Doms, BL BR: ARA BEE - Wy 
ABS LUSEOPMRALYZSZID(K% 
さ , 普通 , 4 1-102cm) が し ば し ば 認め ら 
れる 。 こ の も の は , MBROKE ZARA L, 
集 麗 状 の ANDO? Dic, 斑 状 の 外観 を 呈す 
る こと が ある 。 

Sap Cs, 全体 と し て 将 状 組織 , 部 分 的 に , 
角 隊 石 の 多い と ころ で は 尋 緑 岩 組 織 を 呈す る 。 


大 き な 祭 長石 も , NEIZARE, いづ れ 
SRE, 小型 の も の に は , ミル メカ イト 連 


BEAT YOR 
AANGlk, LIE LIEBE 
の 外 座 連 品 で と りか こま れ 
CoH MBH AD Picid, 
FARAe EDT BASH? 
残 品 形 態 を な する も の が あぁ あ 
る 。 黒 雲母 に お ける ジル コ 
ン 周囲 の ハロ ー が 著しい 。 
副 成 分 鉄 物 と し て , BED 
比較 的 多い こと は 注意 され 
る 。 

結局 , この 種 の 皇 獲 岩 は , 
普通 輝石 を も つこ と , 一 部 
(ER BHRID 認め られ る 
ED A ee 
どか ら , 塩基 性 火成岩 (He 
緑 岩 質 な いし 際 緑 岩 質 ) 源 
の も の と 推定 され る 。 

黒 異母 片 皆 状 捕獲 内 内 


Na,0+ K20 


FRAC, これ は , 黒雲 母 に と む 暗 色 の 部 分 と , ABO 
Ae TERA: SRA: BEB LU 少量 の 緑色 普通 角 図 石 よ りな る 。 SARA 


WZ, 


は , 石英 長石 質 部 に , わずか に 認め られ る 。 


黒丸 は 大 崩 花 賠 岩 , 


SSR 大 崩山 花 賠 岩 の 成 分 変化 曲線 


名 4l 
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Oe oe < 


5 


10 % 


65 Si0。 


(Eels SLU 」 


第 4 図 MgO—FeO+Fe,0,—Na,0+K O 三角 図 


Fe0o+ Fe203 


Hie POMARAD An 含有 量 お よび 黒雲 母 の 屈折 率 は , 


低い (第 5 図 )。 


白 丸 は 西南 日 本 外 帯 の 花 賠 岩 
右 英 長石 質 部 と か ら な つて いる 。 HE 


母 岩 の それ ら に 比べ て 甚だ 
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第 5 図 AHRARURELO Bisa 石英 長石 質 部 に は , REAVABE 
BEEN CWS. BR, AAV 
ム が 認め られ る 。 と ころ どこ ろ に , 
モザ イグ ク 構造 の ホルン フェ ルス の 
レ リ ク ト が 認め られ る 。 BRS 


1.680 


1.670 は , ACES HBS PKCERAD 
a ある こと を 報告 し て いる 。 KHOME 
学 分 析 値 を 第 3 表 No. 7 に 示す 。 
8 
8 eg 4. ARAUTERIECHSU 5 SRS 
a 


黒雲 母 片岩 捕獲 岩 お よび これ と 
WET SEMAN, そう で な い 
な の Eb て で 
ix, 野沢 等 5) の 酸化 物 変化 図 上 で 
も , 第 3 表 No.5 お よび 6 の 分 析 
値 を 見 て も 明らか で ある 。 ま た , 鹿 こ 
J fGha Ais (筆者 の 鹿 川 型 ) は , ア 


1.650 


1.640 
Vit Bia BLU TVIFE 
An (n») Gi AMBRE 42 LOCH 
O: pee る こと が 同 兵 等 に よ つ て 明らか に 
@ : 祝子 川 型 +: RR AHMES され た が , この 点 は , 祝子 川 型 に お 


いて る も 全く 同様 で いづ れ も ノ ルム 


第 6 図 大 衣 山 花 賠 岩 の AKF 図 


A 


Belize (1, 2). 
祝子 川 型 (3 , 4). 
片岩 捕獲 岩 と 7h BR 
岩 の 中 間 帯 (9). 
泥岩 捕獲 岩 (5, 6 , 
10). 
塩基 性 捕獲 岩 (7). 
AWA Sa NU, (SMe 
: 泥岩 領域 

: 輝 緑 岩 領域 


SE RO 


aa 


Src ial 
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C を 算出 し , この 岩 体 に お ける 不 均 質 性 は , 第 7 図 大 崩山 花 賠 岩 の 岩 型 と アル 
現在 の 位置 に 導入 し , 固 結 す る まで の 過程 で , ヵ リ 含有 量 の 関係 
主として , 粘土 質 堆 積 岩 あ る い は アル ミナ 質 359 Xen 
物質 に よる YALE (contamination) +3 
つた 結果 で ある と みる こと が で きる 。 Bil? 
は , ODL Weer A, magmatic 
stoping に 起因 する も の で ある と 考え て いる 。 
塩基 性 火成岩 ある るい は アル ミナ 質 堆 積 岩 に 
より 汚染 され た 花 賠 岩 と , 汚染 され て いな い , 
また は , その 程度 の 低い も の と を 比較 し , 考 
お る だ た だめ の は EA LN K, Fe, 


第 3 表 大 崩山 花 内 岩 及 びそ の 関連 岩 類 の 化学 分 析 


No | 4 a |r Aas Camas fay Ss 6 Bo Nha 
SiO, | 67.09 | 65.79| 66.00| 67.78 | 52.58| 44.73 | 63.54 | 60.95 
TiO, | 0.44] 0.66| 0.69! 0.80) 0.97] 0.58) 0.54|- 0.45 
Al,O, | 15.61| 15.49| 15.78| 15.06 |- 22.23] 24.68| 15.78 | 18.75 
Pe, | 0.93] 1245) 0.70) 0.62 | = 1-or |” 1:79’ 1.40) “1.26 
FeO 3.02] 3.59] 3.47| 3.61| 5.02] 11.07] 5.45 4.55 
MnO 0.08| 0.01] 0.07] 0.05| 0.03] 0.06] 0.07] — 0.04 
MgO toot Te) 140 1981 2.68) 9.74 | a By EN 
CaO 3.12 | 3.36))° CS 22 ES 20 | Sad Sly | 13.87 dee 
Na,O 3.24] 3.50| 3.40] 3.10] 5.70] 3.50] 4.40/- 2.40 
K,O | 3.74] 3.00] 3.10/ 3.00; 4.30/ 4.60] 2.00/ 5.80 
H,O+ 0.79} 1.37] 0.97] 0.62] 1.66/ 1.63} 0.62] 1.56 

30= 0:13 OS 0s Ol NO 0 “0:28 | > tone) CS 
HO; 0.11] 0.03] 0.01} 0.03) 0.01} 0.01] 0.02] 0,02 
Total 99.74 | 100.33 | 99.35 99.73 100,06 | 99.79 | 100.13 | 99.65 
0 2 25.6 | | 
Or 18.0| 19.0| 18.0 | 
Ab 82.0 |” 31.5°|~ 28.5 | 
An 17.0| 16.5| 16.0 | | 
® 6m beda cla bested | 
Wo —= | = || = 
En 5.0 4.2 4.8 | 
Fs 86 || ee! 4.0 
Mt 15 | "0.8 0.8 | | 
I 04 78,0 1.2 | 
fee | eA ie 

1. RISER OD Haare (IR, 高 必 1960) 

2. EIIAUPISE Tei Co ie (403-C) REAR 

3. 祝子 川 型 (408-S) 北川 祝子 川 柴田 分 析 

4. 同上 (403) 

5. BEAR AARAM Sie a (406), 北川 祝子 川 

6. 黒雲 母 片 岩 皇 獲 岩 

7. 環 岩 質 塩 基 性 ( 煙 緑 岩 質 ) 捕獲 岩 (411) 

8. 黒雲 母 昔 青 石 ホ ルン フェ ルス (2 お よび 4 へ 8 大 庭 分 析 ) 
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Mg お よび Ca な どの 陽 イ オン の 行動 に つい て 特に 注意 され な けれ ば ば ならない 。 

柴田 等 12) は , 花 賠 岩 の 化学 成分 に つい て , アル ミナ 質 捕 獲 岩 に と む 部 分 の 分 析 結 果 
は , 一 般 に > アル ミナ と アル ヵ カツ (特に カリ ) に と な こと を 指 適し て いる 。 落 に ,, こ の 事実 
か ら , 逆 に , アル ミナ 質物 質 に 関係 の ある 花 賠 岩 の 洗 染 の 程度 を 知る こと が が 可能 で ある 。 

相対 的 な 汚染 影響 の 違い を 考察 する た めい に , Al,03— (Na,O+CaO), K,0, FeO+ 
MgO+CaO Of{D, 相対 的 な 増減 を 知る こと が で きる と 都合 が よい 。 ここ で は , AS 
Al,O;— (Na,0+K,0+CaO), K=K,O, F=FeO+Mg0+MnO の AKF {Css 
する こと を 試み た 。 MONT, P は 九州 外 日 本 お よび 世界 の 粘土 質 岩 の プロ ッ ト さ れ 
SHH, DitHRBO7 oy }knHAZBMERT, 

図 上 , No. 4 は , AGAR ARH & SBE 7: RROU BER E YD, AGLI k BG 
染 作用 を 蒙っ つた と 認め られ る 祝子 川 型 ) No. 3 ie MORL (AVL 認め られ る る 
の , No. Vid REITER AIRED P(E, No. 2 は 準 積 岩層 と の 接触 部 の 鹿 川 型 で ある 。 ま 
た , No.10 は , 導体 の 周辺 の ホル ン フ ェ ル ス , No.6 ・7 お よび 8 は 黒雲 母 片 岩 状 捕殺 
岩 , No. 9 は 塩基 性 大 成 岩 源 と 推定 され る 捕 鐘 岩 で ある 。 No. 3 お よび 4 は , No. 1B} 
び 2 に 対し , 頂点 A の 側 に 片 寄 つて お り , か つ , いづ れ も ア ルミ ナ 質 音源 物質 と 親近 性 
の ある こと を 示し , 塩基 性 捕獲 岩 の 位置 か ら 遠 いこ と が わか る 。 

一 方 , No.2-No. 4 の Na,O と K,O を 比較 し て みる と (第 7 図 ), この 順に , 相対 ・ 
的 に K,0 の 増加 し て いる こと が わか る 。 

また , No. 5 と No. 8 は , 他 の グル ー プ か ら 離 れ て いる が , HE 性 捕獲 岩 の No. 9 に 
対し , 頂点 包ま た は A-K 線 側 に 偏 し て いる こと が わか る 。 

上 に 述べ た No. 3 お よび 4 の 祝子 川 型 ) No. 1 BL C2 ORM, それ ぞ れ の 型 を 
代表 する も の と すれ ば , 祝子 川 型 は , 野外 お よび 鏡 下 の 事実 か ら 推 定 さ れ た と 同様 に ,。 よ 
り 汚 染 度 の 高い も の で あろ うこ と が が 推定 され る 。 
fa AWE BOW DL, 粘土 質 ( ア ルミ ナ 質 ) HAUS 2 EBC RIRL, ZOE 
Test, EEL, SHlek る 汚染 作用 の 影響 を 葵 つた 結果 で ある RE ESC 
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LW RPE RBA RUS REA MEK BBE 
Grossularites from Sekine, Yamagata Prefecture 
and Sekigahata, Fukushima Prefecture 
大 森 % — (Keiichi Omori)* 
BA 32 和 (Toshikazu Seki)* 
W 3 AK—BE (Keiichiro Sugai) ** 
1. KRABREKSLRA 
BER AGIs 4a ATT 3 Em AeS B ic 残存 し た 石灰 岩 に 由来 する スカ ルン 
録 物 の 一 つっ で あぁ る 。 市 村 毅 博士 は この 地域 の 地質 を 詳細 に 調べ , 当 石 灰 岩 の 産 状 に つ 
いて 述べ て いる 。 現在 , この 石灰 岩 は 埋没 し , 露出 が 明か で な い が , 本 実験 に 使用 し た 試 
Ea sees 
| scanning speed 実 験 結果 
ZR a 料 | ere: 
| 90°~45° | 45°~25° | REA | BOMB 
1 200mesh #-F | 1°/min | 1/2°min | 2Qsec «$2 3E (a) HH2HE(D) 
2 |) 200mesh ##7F | 1° 4/22 2 #5 3 3E(a )\$ 3 3E(b) 
3 | を 更に 細か く — | 172° 4 B54 se (a) BB 4 #e(d) 
AP) URGO aw Paihia? 4 5 (a) 5 3e(D) 
第 2 表 (a) (BAR AEPHEA) 
20 d nu eR Q (obs.) | Q(calc.) 
30.07° | 2.972A 39 400 11.888A 0.1132 0.1133 
33.70 | 2.660 100 420 11.896 0.1413 0.1416 
35.40 | 2.536 7 332 11.895 0.1555 0.1557 
87,08. yi “22.408 20 429 11.895 0.1696 0.1699 
38.60 | 2.332 15 | 510 11.891 0.1839 0.1840 
41.60 | 2.171 16 521 | 11.891 0.2122 0.2124 
47.2 | 1.928 21 532 | 11.878 0.2696 0.2690 
53.4 1.716 10 444 11.889 0.3396 0.3398 
55.8 1.647 20 640 11.877 0.3687 0.3681 
58.1 1.588 30 | 642 11.883 0.3966 0.3964 
62.2 1.486 7 | 800 11.888 0.4529 0.4530 
73.0 | 1,296 10 842 11.878 0.5954 0.5946 
75.0 | 1.266 4 | 664 11.876 0.6239 0.6229 
xe 均 11.886 
rr 
* RICA AS Bk SK Re 
** 


山形 県 東置賜 郡 吉 野中 学校 (ARSE IS RAL AES AS CTO 72) 
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第 2 表 (b) 
EE ee Re en rn & - 
20 d I/I, | hkl ao Q (obs.) Q(calc.) 
30.08° 2.971A 36 | 400 11.884A | 0.1183 | 0,1133 
33.75 2.656 100 | 420 11.878 0.1418 | 0.1416 
35.43 2.534 9 332 11.886 0.1557 | 0.1558 
37.04 7G 422 11.890 0.1698 | 0.1700 
| 
38.63 2.331 |— 45 510 11.886 0.1840 0.1841 
41.62 2.170 14 521 11.886 0.2124 | 0.21295 
47.2 1.926 | 20 532 11.873 0.2696 | 0.2691 
53.4 1.716 i2g)| 444 11.889 0.3396 0.3399 
55.8 1.647 19..|. 6404. 11.877 0.3687 0.3683 
58.1 1.588 40 | 642 | 11.883 0.3966 0.3966 
62.5 1.486 15 800 11.888 0.4529 0.4532 
73.0 | 1.296 13 842 11.878 0.5954 | 0.8949 
75.0 ee 7 664 11.876 0.6239 0.6232 
平 均 11.883 
8 oe (BY 
| 
20 d I/I hkl | Quip Q (obs.) Q(calc.) 
30.08° 2.971A 51 400 | 11.884A 0.1133 | 0.1133 
33.74 2.657 100 420 | 11.882 0.1417 | 0.1417 
35.40 | 2.536 9 332 | 11.895 0.1555 | 0.1558 
37.08 5-| 2.424 21 422 11.875 Of70P ele O700 
38.65 2.330 18 510 11.881 0.1842 | 0.1842 
41.65 | 2.169 15 521 11.880 0.2126 | 0.2125 
47.2 1.926 51 532 11.873 0.2696 0.2692 
53.4 1.716 14 444 | 11.889 | 0.3396 0.3399 
55.8 1.647 22 640 11.877 0.3687 0.3683 
58.1 1.588 36 642 | 11.883 0.3966 0.3967 
62.5 1.486 6 800 11.888 0.4529 0.4533 
73.0 1.296 14 842 11.878 | 0.5954 0.5950 
75.0 1.266 4 664 11.876 0.6239 0.6233 
平 均 | 11.882 
mm 8 og {B) 
20 d I/I, | hkl a Q (obs.) | Q(colc.) 
c ws J を eS } 
30.08° 2.971A 44 400 11.884A | 0.1138 | 0.1133 
33.75 2.656 100 420 11.878 | 0.1418 | 0.1416 
35.43 2.534 7 332 11.886 0.1557 | .0.1558 
37.03 2.428 18 422 11.895 0.1696 | 0.1700 
38.62 2.331 13 | 510 11.886 0.1840 0.1841 
41.61 2.171 16521 11.891 0.2122 | 0.2195 
47.2 1.926 19 | 532 11.873 0.2696 0.2691 
53.4 1.716 10 | 444 11.889 0.3396 0.3399 
| 
55.8 1.647 21 640 11.877 0.3687 | 0.3683 
58.1 1.588 35 | 642 11.883 | 0.3966 | 0.3966 
62.5 1.486 9 800 11.888 | 0.4529 | 0.4532 
73.0 1,296 12 | 842 11.87 0.5954 0.5949 
75.0 1.266 4 | 664 11.876 0.6239 | 0.6232 
平 8 11.883 
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; | 
20 d I/I。 hkl | ao Q (obs.) Q(calc.) 
30.04° 2.975A 30 400 11.900A 0.1130 0.1131 
33.72 2.658 100 420 | 11.887 0.1415 0.1416 
35.39 2.537 5 332 | 11.900 0.1554 0.1557 
37.02 2,429 Oma 422 11.900 0.1695 0.1699 
38.64 2.330 12 ; 510 11.881 | 0.1842 0.1840 
41.61 2.171 15 | 521 8 0.2122 0.2124 
第 2 KalOPReMACOFH 11.886 


20 d T/Iy hkl | ae Q (obs.) | Q(calc.) 
30.05° | 2.794A 49 400 | 11.896A 0.1131 | 0.1133 
33.73 2.658 100 420 11.890 0.1415 | 0.1416 
35.40 2.536 | 9 332 11.895 0.1555 0.1557 
37.04 2.427 21 422 11.890 0.1698 0.1699 
38.60 2.332 7 SLO 11.891 | 0.1839 | 0.1840 
41.60 2.171 17 521 11.891 0.2122 0.2124 
第 2 (DOPE MA COFH | 11.886 


] | | | 
26 d a a5 Q (obs.) | Q(calc.) 
30.04° | 2.975A 30 | 400 11.900 A | 0.1130 0.1132 
33.73 | 2.658 100 420 | 11.887 | 0.1415 0.1414 
35.38 | 0 5 332 11.900 0.1554 O57 
37.02 2.429 7 422 | 11.900 0.1695 0.1699 
88.63 2.331 12 | 510 10.886 0.1840 0.1840 
41.59 4 SS oo 0.2120 0.2123 

第 2 表 (a) の 下 半 を 加え て の 平均 | 11.887 


20 | d uk ay Q(obs.) | Q(calc.) 
30.06° | 9.9734 53 400 11.8924) 0.1131 | 0.1133 
33.73 2.658 100 | 420 11.887 0.1415 0.1416 
35.43 2.534 9 332 11.886 0.1557 0.1558 
37.04 2.497 19 429 11.890 0.1698 0.1699 
38.63 2.331 17 510 | 11.886 0.1840 0.1841 
41-62 2.170 18 521 11.886 0.2124 0.2124 

第 2 表 (b) の 下 半 を 加え て の 平均 11.884 


= 
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PLEO CHAK SE ORR 1 C7 4D ZX) DD RERAL LOG BRAS 
ベス ブ 石 と 共生 し て いる 。 PRAIA 2M AREELL, CNB 24 面体 を 伴 つ 
TwHBo, 

XMMOABHR COMMAOP, 直径 約 3cm の 大 きい 結晶 (試料 A) と 直径 約 
0.5cm の 小さ い 結 品 ( 試 料 B) の 2 種類 に つい て Geigerflex で X 線 粉末 回 折 曲 線 を 作成 
し た 。 こ の 際 , 同一 試料 に つき , Geigrflex の 条件 と 粒度 を 変え て 4 回 宛 実験 を 行い , 格 
子 恒 数 に 及ぼ す 影 響 を 検討 し た 。 

X 線 実 験 の 条件 は target Cu, filter Ni, voltage 30KV, current 10mA, chart 
speed lcm/min, scale factor 8, multiplier 1, divergence slit 1°, scatter slit 
1°, receiving slit 0.2mm を 共通 と し , 他 の 条件 を 第 1 表 の 様 に 変化 させ た 。 

この 結果 及び これ より 算出 し た 格子 尼 数 の 平均 値 は 第 2R~H SD 如く で ある 。 即 
ち 次 の 事 が 明か に な つた 。 

i) 頂 楓 右 粉 末 の 粒度 の 大 小 は 200mesh AFF CGT RICA UE BBE SA Ro 

li) Geigerflex の 実験 条件 の 相違 は 格 隆 恒 数 に 少し く 影 絡 を 及ぼ す 。 

lili) 上 記 4 実 験 の うち , 実験 1( 第 2 表 a 及び b) が 最も 良い 結果 を 示し た 。 

こと これ ょ より, 関根 産 柄 梓 右 の 格子 恒 数 は 試料 A a=11.886A, 試料 B a,—11.883A. 
と な り , 結 品 の 大 小 と も ほ ゞ 同じ 結果 を 示し た 。 


2. BRA) | RAMERS LEA 


BRULEE AMOD RBA OW CEILI 72?) OG, こ ゝ に は 和 省略 する 。 こ 
ORE} A 12 PK t RATE 24 HORI CH So 

X 線 粉末 回 折 曲 線 の 作成 条件 は 次 の 通り で ある 。taget Cu, filter Ni, voltage 30kV, 
current 10mA, scanning speed 1°/min (90°~45°in20), 1/2°/min (45°~25°in 


= 


oO 


20), chart speed lcm/min, scale tactor 8, multiplier 1, time constant 2sec, 


divergence slit 1°, scatter silt 1°, receiving sit 0.2mm. 


第 6 se (BSA DERIBA) 

20 | d I/I, | hkl 25 | Q(obs.) | Q(calc.) 
30.08° 2.971A | 52 400 11.884A | 0.1138 0.1133 
33.73 2.658 100 420 11.887 | 0.1415 0.1416 
35.42 2.535 7 | 332 11.890 | 0.1556 | 0.1558 
37.04 2.427 19 | 422 11.890 0.1698 0.1699 
38.62 2.331 16 510 | 11.836 0.1840 0.1841 
41.63 2.170 | 15 521 | 11.836 0.2124 0.2124 
47.1 EO S828 EL 0.2687 0.2691 
53.4 1.716 10 444 | 11.889 0.3396 0.3407 
55.8 1.647 23 640 | 11.877 0.3687 0.3682 
58.1 1.588 34 | 642 11.883 0.3966 0.3965 
62.6 1.484 4 800 | 11.872 0.4541 0.4532 
73.0 1.296 14 842 | 11.878 0.5954 0.5948 
75.0 1.266 4 664 11.876 0.6239 0.6231 

平 均 | 11.884 
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こと の 結果 は 第 6 BOM SG, これ か ら 得 られ た 格子 恒 数 は a=11.884A で , Lacie 
石 と 近似 の 値 を 有する 。 

これ ら 2 種 の 格子 恒 数 を 頂 極 右 の &a。 に つい て 記し た 図 3) に あて は め て みる と , KK 
FIBEE SRS AR KARMA HAT So 
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a Fl 紹 介 


Electrochemical induration of weak rocks By N.I. Titkov, A.S. 


Korzhuev, V.G. Smolyaninov, V.A. Nikishin, A. Ya. Neretina, 

本 書 は 1959 年 モス コー 出版 の 米国 consultants Bureau Ck ZRRCHSA. HARE 
地層 , 殊 に 膨 獣 性 頁岩 の 崩壊 防止 は 油井 掘 さ く 上 最も 困難 と せら れる も の で ある が , これ 
EHNCEMEMAL CEE HU, 電気 化学 的 に 岩石 を 硬化 せしめる 実験 の 結果 を 述べ 
て いる 。 頁岩 の 1 片 の 両端 に 電極 を 接し て , 種々 の 電解 溶液 中 で 電流 を 通ずる と 両極 の 
pH が 著しい 変化 を 生ずる と 共に , 例え ば 陰極 帯 で は Catt イオ ン , 陽極 帯 で は Alt++, 
Fet++, H+ Aiea t 20, 頁岩 中 の 粘土 鉱物 は 脱水 する と 共に gibbsite, allophane, 
aluminite, limonite, hisingerite, calcite, gypsum 等 に 変化 し て 行 つ て 粘土 鉄 物 の 
間隙 を 埋め て 頁岩 を 硬化 さす る 。 こ の 間 の 実験 を 評論 し た 後 , 寺 井 横 の 実験 に 移り , 最深 
116M, dc 165mm Obs US SFC C, SOM HER BE 2 re SY 
に 降 入 し , BIB MEHD RAD CEU e EC 72. (最高 100V. 20Amp., 30~50 時 間 ) STAYE 
TRISH BIEL DDR AERLE DDE AWRM, 少量 の グラ ウチ ング 用 セメント を 
ATG SL—-BMREEI SOLDER (LORE, 37 AHO CHEMIE AW, 
その 安全 性 を 証明 する こと が 出来 た 。 これ に より 深 掘 井 の 場 合 に 於 て も BEOH MCL 
つて 崩壊 を 防止 し , casing の 箇 約 を 可能 な らち ら しめる 見 通し を 得る に 至 つ た 。 本 文 は さく 
井 技 術 上 重要 な ば か り で な さく , 広く 粘土 銚 物 の 変成 作用 , 水 成 岩 の 硬化 現象 等 を 研究 する 
に 際 し て 示唆 する 所 が 極め て 多い 。 (Consultants Bureau, New York 1961, 1-51, 
1961., 5000 円 ) (43) 
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ERPS PER 7S SLO CHES 


Mode of ocurrence and absolute age of uraninite from 
Ryuen mine, Fukuoka Prefecture 


井 上 秀 雄 (Hideo Inone)* 
fie 藤 和 BR (Kazuo Sato) #* 


Abstrct: There are three pegmatites in Ryuen mine, Fukuoka 
Prefecture, which intruded in Masaki granite of the middle Cretaceous. The 
U-Pb age of uraninite from a pegmatite has been chemically determined as 
100x108 years by Kimura and Iimori (1937). Uraninite was collected 
from the other pegmatite, of which mode of occurrence was different from 
the above mentioned uraninite. It occurred in chlorite vein cut the peg- 
matite. In order to know whether or not any measurable time interval 
existed between the pegmatite solodification and the vein formation, isotopic 
U-Pb age was determined on the uraninite from the chlorite vein. The age 
of uraninite is 110x108 years and the formation of chlorite vein continued 
immediately after the solidification of pegmatite. 


Ce ae Ss) ae 


意 円 鉱山 は 福岡 県 田川 郡 真崎 に あり , BK PEAT TIA RRL CTS, また 
希 元 素 讐 物 の 産地 と し て 有名 で ある 。 ペ グマ タイ ト は ほぼ 塊 状 の 3 DOSKA(A, BREU 
C) か ら な り , この 中 A の 関 ウ ラン 鉄 に つい て は 木村 , MRD? に より ウラ ン 一 銘 法 に よる 
年 今 決定 が 行わ れ も て いる 。 最近 C に お いて 上 記 の も の と BRERICT ANY FV EB 
Bll ho CORY 7 VY ROBR, 鉄 物 学 的 性 質 お よび 鉛 法 に よる 年 令 決 定 の 結果 を 報告 す 
る 。 

この 報告 を まとめ る に あたり , 九州 大 学 理 学部 唐木 田 芳 文 , 地質 調査 所 広渡 文 利 の 両氏 
に 種々 の 助言 を 得 た 。 こ ゝ に 深く 感謝 する 。 


2. 地 HR 概要 


北九州 の 花 賠 岩 類 は 冨田 達 , 唐木 田 芳 文 等 に よれ ば , 古 期 お よび 新 期 の 2 つっ に 大 別 

され , これ を 古い 方 か ら 記 載 す る と 次 の よう に な る 。 

GEMS etme, VRC cha 

HIE MATERIA, REEMA, AERA, Allee, 勝 
WG, BRS, 早良 花 賠 岩 , AEA 

CNB OEE, 古 期 の も の の 導入 時 期 は 明らか で な い が , HHOLOD 5 dR 


* 地質 調査 所 鉄 床 部 
ee 東 京 大 学 理 学部 化学 教室 ・ 東 京 大学 地 震 研 究 所 
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手 , Hid, BROS AW, 上 部 白 牌 紀 中 部 か ら 下 記 白 醒 紀 上 部 に か け て の 導入 で , 関門 
層 群 の 堆積 後 と され て いる 。 

鉄山 お ょ び 周 辺 の 地質 は 田川 秦 成 岩 類 と これ を 婁 く 花 賠 岩 類 > これ ら を 不 整 合 に 被 う 第 
3 紀 層 , BLUMBMBA AD DMS TSO 

花 庫 岩 類 は 東西 に 発達 する 断層 を 境 と し CABIN RI ERS, 南側 に 朝倉 花 賠 隊 緑 岩 が 
分 布 し て いる 。 AMISH REEMA CREE RE, 多く の ペグ マタ イト を 伴う 。 ま 
た 後者 は 一 般 に 塊状 で 花 賠 隊 緑 岩 質 で あぁ る 。 

第 3 紀 層 は 始 新 世 の 福岡 層 群 か らち ら なり, 銚 山 の 東側 お よび 西側 に 分 布 し て いる 。 


3. 関 ウラ ン 鉱 の 産 状 お よび 外観 


第 1 図 福岡 県 竜 円 鉱山 附近 の 地質 図 1 EN aL re 3OOAT Se 
(RES + AER) ¥4 > PMRI, いづ れる も 直径 20 
~30m AiR CBRE BTS. 
般 に EERO DEBS BRE EL 
L, SHRAMIRADERY, ほ 
ゞ 同心 円 状 の Saree 2 な し て 
| WBS 
RBOE, ANY に より 発見 
Sh, 木村 , 飯盛 に より 年 令 決 
定 が 行わ れ た 困 ウ ラン 鉄 は , A 
鉱 体 の 長石 を BELTS MACH 
する が , SER AY ZY 
Kix, CHAE N70°W に 切る 
志 り 面 に そつ た 脈 状 部 に 見 出 だ 
され た 。 COMMS HVEA, 
HEKSAGK, 黄銅 鉄 よ りな る 。 
迄 り 面 の 規模 は 延長 約 8m を 
有する 。 
AY 7 v Skit 肉眼 的 に 認め ら 
れ RE CHRD. AES 
id 0.5~1.0mm, 立方 体 結晶 で あり , つね に 長石 お よび 薬 片 状 の 緑 泥 石 中 に 濃 集 する 。 


CU ]quhewe 圭 | eettweyane 


4. WDD y Sho si Sato 


(1) 反射 頭 徴 鏡 下 の 性 質 第 2 図 に 示す よう に 主として 単 結 品 と し て 産出 する が , と 
き に は これ ら の 単 結 品 が 集合 し て 産出 する 。 光学 的 に は 等 方 性 で , RUF EN SRABRBK & 1 my 
く 。 淡 福 灰色 を 呈す る 。 研 魔 面 に は 細目 状 の 割れ 目頭 著 に 発達 し て いる 。 

隊 ツ ラン 鉄 に 密接 な 随伴 関係 を 有する 鉄 物 は 黄 鉄 鉄 と 鋭 凶 石 で , 前 者 は 関 ツラ ン 録 を と 


り 囲 むように 産出 し , JAX 25~50n を 有する 。 後 者 は 大 部 分 関 ツ ラン 鉄 の 中 , また は 周 
辺 の 長石 ある い は 緑 泥 石 中 認め られ る 。 
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第 2 図 APA REP SK LL PERI Y > vy BRO 


10 
U: WUD yg A: GigE 上 2 deere P: ekor 
a: AREER 


研磨 面 の 試薬 テス ト の 結果 , 反応 は 全く 認 第 1 表 BYFY HO X Mma 


y > FA > 2H SBC y > T 

め ら れ な か つた 。 使用 し た 試 藻 は 次 の と お り a ae hkl 
CH4_. KCN, KOH, HCl, HgCl,, eC = 。 

3.17A 100 111 

KMnO,+H,S0,, KMnO,+KOH. po og zi 

(2) X 線 粉末 回 折 試 験 アイ ソ ダ イ ナミ ッ 1.93 50 122 

; i 1.653 45 113 

クセ パパ レー ター を 使用 し , AUPE BLU 7 v GK 1.580 | 12 299 

を 分 離 採取 し て ぶ 線 粉末 試験 の 試料 と し た 。 ieee a es 

第 1 表 に この 結果 を 示す 。 1.224 15 024 


(3) T。 の 測定 Tso OWE, 顕微 鏡 下 
で 関 ウ ラン 録 と 同定 し た 試料 に つい て RA, 
次 の 値 を 得 た 。 (No.1 210, No.2 229, No.3 222) この 中 3 (HOPI F v BK L EERO 
た め , FIV APER VU TV GE ZR tlio Balik ET-2E を 使用 し た 。 

グラ ンズ, RT, JT VEU 7 VEO Ta は 174 で あぁ る 6。 

関 ウ ラン 銘 は 一 般 に Ta =160 ~2153) で あり , LIOR OMMEBELE DSA 
で ある が , BHR, 飛 跡 を 数 える 面積 の と り 方 に よる 誤差 に よる も の と 考え られ る 。 

すなわち , Tg の 測定 か ら も 了 関 ウ ラン 鉄 で ある こと が 同定 され る 。 


Cu Ky, Ni filter, 


4, 関 ウ ラン 鉱 の 年 令 決 定 


鉱物 学 的 に 純粋 に 分 離し た 図 ウ ラン 鉱 細 粉 を 分 析 試 料 と し , (1)0 22820g を 鉛 の 抽出 , 
周 位 体 分 析 お よび ウラ ン の 定量 に 使用 し , (2) 0.09367g を 色 の 定量 に 供し た 。 い ずれ る も 
SN の 硝酸 で 分 解 し た が , (2) に 認 し て は 分 解 処理 後 た だ ち に 3.07mg の 鉛 を spike し 
CIM A720 

(1) 鉛 の 同位 体 分 析 通常 の 方 法 で 鉛 を 分 離し , MARL TH 0.8mg の ヨッ ウツ 化 鈴 と し , 
ケト ラメ チル 鈴 法 4) に より その 同位 体 存在 比 を 測定 し た 。 ! 回 の 測定 に 使用 で きる 鉛 の 
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量 が 少 い の で , 第 2 表 に 見 られ る ご と く , 204Pb の 存在 度 は その 上 限 の み が 得 られ た 。 

(2) YoYORHE WHOARCLY U;,0, tL CHetMlok,. VAFYRIVE 
ニ = ウム 沈 で ん を 渡 別 し た 深 液 に つい て 回 収 操 作 を 行い この 部 分 に ウラ ン が 存在 し な い 
こと を 確 め た 。 

(3) FARRAR LSWMORE (1) と 同一 の 方 法 に より ヨ ツ 化 鉛 を 分 離し , テト ラ 
メチ ル 鉛 と し て 同位 体 分 析 を 行 つ た 。 (1) に より 得 られ た 了 関 ウ ラン 鉄 の 鉛 の 同位 体 存在 比 
BEUBY 7 VSROWEMAMEDO spike の 狼 の 混合 物 の 同位 体 存 在 比 か らち 計算 し , 試料 
中 の 鉛 の 濃度 を 求め た 。 

BY Fv ROBE BIEO 鉛 同位 体 の 中 , *98Pb の 存在 度 は 小さ く , この 同位 体 を 用 
いる 年 令 の 計算 は , 誤差 か ら 考 えて 無 意 味 で あつ た 。 ま た RPL の 存在 度 測定 の 誤差 は 
207Pb/206Pb 一 年 令 を 計算 する た め に に は 大 きす ぎ た 。 表 に み ら れ る と お り , 残り の 2 種 
の 年 令 は 誤差 の 範囲 内 で 一 致し , 年 令 概 数 は 110X108 年 と 見 積 ら れ , AHS XIe 410 
x108 年 以内 と 考え られ る 。 


第 2 AV ZY RODTRR LED 
SOO TILA ELE (原子 数 百分率 ) 


質量 分 析 試 料 | 204 Pb | 206 Ph | 207 Pb | 208 Pb 
Pay ov ok tb) on | 91.07+0.71 | 4.9440.17 | 3.8240.19 
” | <0.1 0 3.4240.11 


Spike の 鈴 | 1.36440.002 | 24.934.0.05 | 21.38+0.04 | 52.3340.20 
B47 > vGk+spike | | 1.068+0.029 | 40.9240.16 | 17.39+0.23 | 40.63+0.37 
" | | 1.18140.018 | 41.14+0.28 | 17.24+0.46 | 40.4940.60 


eta | 


ッ ゥ ラン お よび 鈴 の 同位 体 含有 量 (mg./zg.) 


U: 639.6 Pb : (10.45+0.24) 
2381] 635.0* 207Pb (放射 性 起源 ) 9.47 0 37** 
285), 4.61 MORAY (( 1 ) 0.431+ 0.097 


DU 7 vy BkOAR4y* (単位 : 108 年 ) 


208 Pp /288 es 207 Pb/285U-4e > 


Wl 5 104+ 23 


GE] * BHEOU Dy OMIA ELE L Lt [298U]/[(295U]=137.8 (Inghram, 
1946)®) を 用 いた . まな た 壊変 定数 と し て 238U : A=1,54x 10-10, yl 
(Kovarik and Adams, 1955)7), 285U : A=9.72x10-10, y-1 
(Fleming, Ghiorso and Cunningham, 1952)8) を 用 いた . 

JEBCN HER YAO i (original common lead) の 同位 体 存 在 比 と し て 2°4Pb 
SSNS, MIP oy — Ss (rs. MOA | SO. 205 PD =o2460% を 仮 
定 し た . この 値 は 年 令 (30-150) x 108 4ED SMO MILOW TO 実測 値 
の 範囲 内 に ある ). 


a Fe OS. 137 


GO: Se (a OVE 


BARD 3 FDNY SF fb SAOH, AGKOAEMLE ORY F VY HIZOW TOR 
AL, 飯盛 の 測定 に よれ ば 96108 年 で あっ た 。 SHIA NPBIY FV OKIE CHAO 
り 面 に 発達 し た 緑 泥 石 脈 中 に あり , SOAS (110410) x1086 年 で ある 。 MMICES 
年 令 決 定 の 精度 か ら 考 えて , これ ら の 了 関 ウ ラン 久 の 年 令 の 問 に は 差 を 認め 難く , ほぼ 一 致 
する と いえ る 。 し た が つて MEER ATVI 4 PRADO BMBABICERL 72 BO LH 
FEL CBRMARWLBALNS RB, この 関 ウ ラン 鉄 を 伴う ペグ マタ イト (お よび 真央 
花 周 岩 ) の 絶対 年 令 も (110 土 10) x 108 年 で , 上 部 白 蛋 紀 に 相当 する 。 
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PMHWADI + yvPVOSFBA CAPA RUWMO GW SHMcCOrT 
On the Fossa Magna disturbance of the Uetsu region and the 
orogenic movement of the Ou backbone range 


v JR # f& (Shingo Ehara)* 


Abstract: By the Median groove running northsouth, the Ou 
region may be divided into two parts: the U-Etsu region, and the Ou 
backbone range. The former contains the Gan-Etsu Paleozoic mountain 
land whose northward extension comprises the Akita region which was ever 
torn and depressed by the pulling force of the Fossa Magna. In the Miocene 
times the continuous submergence of the floor of the sea and the oil 
bearing deep sea deposits of the Akita region might be quite due to the 
pulling of the Echigo Mountain Range which wes dragged by the Kwanto 
Range of the Fossa Magna. 

But the latter comprises the Paleozoic Abukuma and part of the 
Kitakami range, of which the former was subjected to the dynamic 
activity of the Futaba fault running northsouth. In this movement the 
detached blocks cut by the fault havesunkrapidly withintheearth, drawing 
the transgression sea water but at the same time spouting the Andesite lava. 
It formed a geosyncline which was filled in the next phase by the abundant 
gushing mass of Green Tuff. Since then the backbone range has kept on 
upheaving and the Akita region submergence. 

Both the Futaba fault and the Fossa Magna disturbance may have 
come from the same origin and be regarded as the manifestation of the 
Circum-Pacific orogenic energy at that time. 


1. # 言 

奥羽 者 深山 脈 と 羽越 地方 の 地質 は 半沢 正四 郎 ・ 北 村 信 2)3) uc eC 解明 され 叉 地質 調 
査 所 の 50 万 分 1 青森 , 秋田 , 新潟 , 金沢, 東京 が 出版 され , 筆者 の Fossa Magna fe 
乱 が 発表 され た の で , この 方 面 に 於 ける 構造 運動 を HEAL At COA S RAT SZ 
事 に し た 。 CHEE SEI PURE ARIN LE Fossa Magna の 関係 が 明らか に され た の で 今回 は 
東北 本 州 と の 関係 を 検討 する に 外 な ら ぬ 。 


2. Median groove 


小 藤 文 次 郎 の On the volcanoes of Japan4) < よる と Median groove は 樺太 の 
了 西 南海 中 に 始 り , 小橋 の 西 か ら 北 海道 を 南北 に 引 き Ree - ANAL HEC PROB 
に 上 陸 し 花輪 , 横手 , 新庄 , 米沢 各 盆地 か ら 若 松 人 地 に 至る の で ある 。 こ れ ら の 谷 地 は 奥 
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WER WIRE HY LBEORY 
に 横たわる Intermontain se bt & 


basins で HOT, 小 藤 は 


Geotectonic Features of 


ap 山脈 の 上 に 併 列 する 火 the Northeast Honshu 

Chiefly after Japanes 
山 と QHD llc BRED EK Geological Survey 
DZ ~LRERKO |: 3.000 000 


0 1000km 
Lg 


RA, 坪井 恵二 5) は 重力 
RI ら の 全 
地 に 於 ける 重力 の 低い こと 
eyvEm L, = ve Fossa 
Magna ic KIS HARE 
eS LK LUPE ce BSL 
く -50mgal に 達し , 東北 
地方 の Median groove に 
治 へ る 等 重力 線 は 此処 に 収 
RBSNAZL LEAD B 
Mis 講 種 の 火成岩 に 寿 
DIEEBO 原 構造 明か で 
な い が , 重力 分 布 の 方 向 よ 
り Median groove は 若松 
Buk) 南西 に 方 向 を 変 へ 
Ch & HX RHO 方 向 に 向 
い 途 中 尾瀬 治 と 尾瀬 が 原 を 
通過 し て 東北 僧 地 の 連続 な 
る か を KRDL め る の で あぁ 
る 。 

Median groove 南西 へ 
DBs FRA UMKO AI 
に る も 表れ る 。 先 に 東北 地方 
を 横断 する 断層 に BET Ik 
Nauman, 大 橋 良 一 9), ARSS? 等 に よ つ て 論 ぜ られ た が 筆者 は 最上 有川 ・ 金 華山 線 を 

以 て 最も 適当 な り と 考え る る も の で ある 。 この 線 は 西北 か ら 東南 に 向い 最上 川 の 方 向 を 探 
2 CASTE & HEE TRA IL ORC APR UIE EO HBC 達する も の で 大 森 の 構造 線 よ り 
少し く 南 に と り て 氏 と 同じ く 酒 田 ; 新庄 , 石巻 北方 の 局部 的 低 重 力 の 地方 に 関連 する の で 
BS. 奥羽 奪 染 山 脈 は この 線 以 南 に 於 て 汰 次 南北 か ら 南 西 に 方 向 を 変 へ て 毅 柳 山 に 至り 
CRATE, 火山 脈 は , な お , ここ か ら 阪 を 画 い て 足尾 古 生 層 の 中 を 那須 , 高原 , 日 
%, 赤城 , BLOM CRMUNCBES. MOM Ik Fossa Magna HALOS | HAA HALA 

用 内 帯 に 止ま ら ず , PCARUMCREL LEAT bEOCHSo 
| さて, Median groove に よ つ て 東北 本 州 は 便宜 上 これ を 内 外 両 帯 に 分 つこ と が 出来 
Bo 内 惑 は 岩 越 山地 の 北方 へ の 延長 で あつ て 秋田 地方 に 豆 る こと が 考え られ , 外 帯 は 阿武 
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pall 
3 | 


if 


a BK MRR AR 


t Bie SR ERO Tk 


—-—- Isobathic 
Chiefly after 


Dr. Matsuyama 


JAPAN SEA 


Tectonic lines 
==—-— Isanomaly lines( go-¥o) 


lines 


ad 


隈 山系 と これ と 同系 の 北上 
山系 より 成る る の で ある 。 

Ali 7a VOUS TT aL 
が 直接 影響 する 地方 で あつ 
て , HORDE CS 
る し く 外 帯 と 趣 を 異 に する 。 
等 者 OA 
GV TFT BA BW CEO 
ARDS HAA) | + SERA 
ko TC OT S NERA 
が が 北西 に 向 つ て 諏訪 , 大 町 
間 の 60 衝 を 移動 し た こと を 
述べ た 。 こ の 移動 に 際 し て 
関東 山系 は 大 町 ・ 長 野 ・ 間 
崎 ・ 岩 槻 ・ 成 東 線 に 治 う て 
南北 に 豆 る 岩 越 山地 を 北西 
ees GD PS 
ずり 」 は 足尾 山脈 の 走向 北 
東南 西 な る と 那 句 火山 脈 が 
北東 より 南西 方 向 に 走り 減 
OEE DE 

また Median groove の 
走向 に 依 て 示さ れる 6。7 赤城 
BA KIUOANCBWt, ま 
RSE) SHIRES A 
ENCA) Calas 各種 
RID RBC LO CRN: 
COREE DPBITL 
は 出来 な い が , 2 OHO 
生 層 は 越後 山脈 , RINT 
域 よ り 三 医 峠 , 長野 地方 に 


豆 り 北 北 東 よ り 南 南西 に 向け て 著しく 「 曳 きず り 」 を うけ た こと が 義 え られ , 2O TRS 
ずり 」 は フォ ッ サ マグ ナ 右 四 の 頂点 な る 大 町 ・ 長 野 Arena の 突入 に 依る も の で ある 。 
関東 山系 の 岩 越 山地 に ISS EPO | 7 to PST SRLS 東北 本 州 内 帯 に 影 


BLRRAD RA LBALNSo 即ち , 


この 「 上 曳き ずり 」 ED CAB LIIRIxhT HP I. 


お よび 芝 川 の 線 に お いて 上 曳 き 放 た れ た の で あつ て 現在 の 阿賀 野川 は 北西 ・ 南 東 の 方 向 に 
お いて , また 流川 は 同じ く 同 方 向 に お いて 形 日 岳 よ り 飯豊 山 を 引き は な し て , 流 路 が 形 成 


SHED CHS. Biz lA sw Ee k ORK 


| 地方 に 連なり , FRED A ELUTE BR 


に 連なっ つた こと が 差 えら れる 。 し か し て , この 旧 岩 越山 地 は 前 述 せ る 「 和 曳き ずり ] に よ ょ っ つて 
最上 有川) 雄物川 大 平山 断層 


BVI CEL eben, 各地 塊 は その 位置 に お いて 沈降 し た 
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の で あぁ あつ て, REI MMW, 大 平山 断層 崖 は 北西 ・ 南 東 に 走 つ て 上 述 せ る 阿賀 野川 , FE 
川 の 破綻 線 と 平行 する の で あぁ る 。 

= ORBEA OMEN 7 ty UST TBI LO CRY, SORTER ILO HE 
BEL ODL CBN, 北村 信 *)3) の Foredeep に 相当 する も の で あつ て , ANB AI 
層 の 堆積 を 起 し た の で ある 。 


3. 七島 海溝 構造 線 と その 分 岐 


七島 海藻 は 小笠 原島 の 東 に 始ま り , ALLL CRARMOR ICT. 海溝 の 幅 は 100 #, 
その 深き さ は 9 キロ マ で, ARSED A CHOIR LER SROMECH SZ. OMBORTE 
いて 鳥海 潜 構 造 線 が ある 。 この 構造 線 の 断層 面 は 殆ど 直立 し , 少し く 西 に 儲 い て その 
500 FORMNCB YC 深 発 地震 を 蔵 し て いる 。 CAMPS ARORA HME 
変え て 三陸 海 洪 と な り , 千島 海溝 た に 向 つて 走る の で ある 。 し か し な が ら 松 山 ・ 態 谷 の 重力 
測定 に よる と 七島 海溝 は その まま 北上 し て 三陸 沖 に 達し , 従っ つて 七島 海溝 構造 線 は その 護 
SRW CAEL, ALR + SNES HO CHS ec BC LOL BDNS. 現在 の 三陸 
We StBRUT BCS CR, 平均 の 深 さ は 6 キロ で あぁ つて, た だ 局部 的 に 8 & 
CAR een ca CN 
うに みえ る 。 昌三 陸 海 潜 は 現在 大 陸 棚 の 下 に あつ て , 七島 海溝 の 北方 へ の 延長 と 思わ 
SE SRO EE iet eee er 
海溝 を 埋没 し た た めで あぁ あつ て 現在 の 三陸 海溝 は その 遺影 に 過ぎ な い の で ある 。 

七島 海 潜 構造 線 は 数 カ所 に お いて 分 岐 す る その 第 SHA SEI - FAR ODD, 第 
2 は 双 薄 断層 線 で あり, 第 3 は 中 才 断 層 線 で あぁ る 。 七島 海溝 構造 線 は 溜 次 深き を 減じ て , 
その 深 所 に 起 る 地震 は 生 や 深 発 性 の 地震 で あぁ る 。 し か し し て , 札幌 ・ 苫 小牧 線 を 通し て 問 
宮 海 峡 に 向 つ て は 極め て 深 さ を 減ずる も の と BONS. 七島 海溝 構造 線 が 2ndary, 
Tertiary と 幾つ か に 分 岐 す る (Virgation) こと San Andreas Rift に 見 る と 同様 で 
ある が 七島 海 要 構 造 線 (富士 火山 帯 の 示す ) の 如く 平行 し て 延 る も の も また 前 者 の 分 岐 と 
し て 考え られ る 。 

海 凌 に 平行 する 強大 な る 造山 力 は Fossa Magna, 北海 道 日 高山 脈 及 び New Zealand 
の Kaikoura Diastrophism に 於 て 見 る 所 で ある 。 Fossa Magna に 於 て は 南南東 よ 
り 北 北西 に 向 て 強大 な る 圧力 が 本 州 内 外 両 帯 に 加え られ , 日 高山 脈 に 於 て は 千島 海溝 に 平 
行 し て 北東 より 南西 に 向 つ て , New Zealand に 於 て は Hikurangi Trench (Tonga- 
kermadec 海 注 の 未 端 ) に 平行 し て 北東 より 一 転 し て 北西 に 向 つ て 同島 の Back bone 
rage に 加え られ た の で ある 。 


4. 「 奥 羽 疹 梁山 用 の 地盤 動 ] と 「 羽 越 地 方 の フォ オツ ッ サ マグ ナ 援 乱 」 と の 関係 


東京 教育 大 , 牛 来 正夫 の 阿武 隈 研究 に よれ ば 双 薬 断層 は 上 部 白亜 紀 の 花 向 岩 紀 入 と 同時 
に 出来 た 北 北西 南南東 の 構造 線 で ある 。 そ れ 以 来 , この 山系 に 於 て は 双 薬 断層 の 方 向 に 幾 
回 か の 構造 運動 が くり 返さ れ た 。 現在 の 双 薬 断層 の 方 向 に 起 れ る 断層 運動 は 鮮新 浜 積 期 
— の も の で , 半沢 正四 郎 に よる と 断層 東側 の 北 へ 向 つ て の 移動 は 多賀 層 堆 積 前 80 米 , Y 
| RAM IS KE SNCS. 半沢 は 仙台 附近 第 三 紀 層 の 研究 に よっ つ て, この 断層 は 中 
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新 期 の 中 頃 に お いて 現在 より も 更に 60 料 北 方 に 延び て お つた こと を 発見 し た 。 

中 新 期 の 初め , Fav dv 7T BAL CMA AUC, 双 工 断層 は 北方 に 延び て 現在 の 
SPR UII, 此 と 平行 し て 数 本 の 断層 と 共に 活動 し た も の と 思わ れる 。 そ の 了 断層 方 向 
は 現在 の 仙人 断層 お よび その 南西 の 荒 雄 后 方向 を と る も の で あつ た 。 北村 信 *3) に よる 
と , この 断層 に 切ら れ た 春 深 山脈 の 地層 は Median groove の 東 に 於 て 委 速 に 下降 し , 
その 際 著 し き 安 山 岩 の 噴出 が あぁ つた 。 し か し て , 海 浸 は 北方 より この 陥没 地 を 浸し て 右 
NBIC, 一 方 で は 津軽 半島 に 及び 他方 で は 阿武 隈 の 西 を 越え て 太平 洋 に 連 つ た の で 
ある 。 し か し て , Median groove の 西 に 横たわる 秋田 地方 の 岩 越 古 生 層 山地 に お いて 
は 阿仁 合 植物 群 が 陸地 に 繁茂 し , 火山 活動 は 劇 し か つた が 未だ フォ ッ サマ グ ナ 援 乱 の 影 疑 
は 著しく な か つた の で あぁ る 。 

SC, 前 述 の 急降下 せる 自 羽 春 深 山地 地 向 儲 の 堆積 層 は 大 荒 沢 層 で あつ て , 深海 堆積 と 
大 山岸 の 互層 せる も の で あつ た 。 こ れ に 次 いで , この 地帯 に グリ ー ン タフ の 大 噴出 が 行わ 
れ , SMe 4D CHIMANL HED 6 1 CRRA HL OP. ZLOTY —-—V I THE 
積 は 大 石 層 と し て 区 別 さ れる 。 これ を 転機 と し て 人 大 深山 脈 の 地 向 倖 時 代 は 終 つ っ た の で あ 
る 。 こ の 時 , 秋田 地方 の 旧 岩 越山 地 に お いて は フォ ッ サ マグ ナ 握 乱 の 引 上 曳 力 が 著しく 現 わ 
れ て , 秋田 地方 各地 塊 の 沈降 が 促進 され , その 沈降 と 平衡 を 得る た め に 人 春 深 山脈 が 上 昇 
し , 秋田 側 は 沈降 し 北村 信 の Foredeep が 形成 され , 女川 及び 船 川 等 の 深海 含 油層 が 堆 
fa Lio 

BHA S BOBS 此 を 男鹿 半島 に 於 いて 検 す る こと が 出来 る 。 ここ は 半島 の 先 
Win ZR eB Oleh, これ は 佐渡 の 古 生 層 と 共に 岩 越 山地 の 西 辺 を 画す る も の で ある 。 
男鹿 半島 に 於 て は 基底 層 を 被 う て 台 島 層 が ある これ は 奥羽 礁 深山 地 に 於 ける 大 荒 沢 層 及 
び 大 石 層 に 匹 適 する も の で ある 。 
全島 層 の 上 に は 女川 MI FH, MAO ABS Y RIAL TC, これ に 相当 する 秋 
田地 方 の 橋 曲 層 と 向 欠 関 係 に ある 。 これ ら 各 層 は 北村 信 の Foredeep に 堆積 する も の で 
ある が 此 に 相当 する 地層 は 奥羽 礁 深山 脈 に も 存在 し facies を 異 に せる 減 海 層 と し て 知 
ら SS 

越後 地方 は 越後 山脈 の 外側 に 位 し 大 町 ・ 長 野 Arena の 引 上 曳 力 を 最も 強く 受け た 処 で , 
陥没 と 同時 に 海 浸 を 杜 む つた 。 され ば 阿賀 野川 ・ 荒 川 の 破綻 線 が 出来 る と 共に 海水 は 逆 
流し て 岩 越 山地 に 流れ 込ん だ 事 は 大 工 沢 及 大 石 層 に 相当 する 第 三 紀 層 が LOBES 
う て 存 在 す る こと に よ つ て 明らか で ある 。 然し な が ら 越後 平野 の 海 も 米沢 谷地 と の 連絡 
は 中 新 期中 頃 に 断絶 し た 事 が 知ら れ て 居る 。 

北村 に 依る と 羽越 Foredeep は 中 新 期 の 終り に 終 未 を 告げ た も の で 奥羽 奪 深 山脈 の 方 
か ら 攻 次 陸 化 し た と 云わ れ て いる 。 

BHCC, 陸 化 せる 奥羽 奪 湊 と 羽越 地方 は 鮮新 ・ 泊 積 期 に 於 て 西 よ り 東 に 向 つ て 強大 な 
る 造山 運動 を 葵 むり 現在 この 地方 に 見 る 南北 の 断層 と 祥 曲 を 作 つ た 。 男鹿 半島 と 秋田 本 
土 と の 間 に 起 れる 海底 の 向 斜 は 佐渡 と 男鹿 半島 の 古 生 層 を 基底 と し て 起 れ る 羽越 地 向 倖 
HOD CHS 
THIN BO TER IR & RBA LD 72 EO HELIN OA MSE (continen- 
tal movement) で あぁ つて 北上 山地 を 東 に 押出 し て 三陸 海 潜 の 一 部 を 埋没 し た 。 MRL 
Fossa Magna に 於 て は 2MOMAMADNISICIREL, 羽越 地方 は 上 述 せ る 大 陸運 


研 究 報 文 143 


動 を 受け た 後 Fossa Magna よ り 再 度 の 引 曳 力 を 葵 むり 旧 破 綻 線 に 沿う て 引 離 され , ite 
物 川 ・ 最 上 川 ・ 荒 川 ・ 阿賀 野川 の 流 路 が 出来 た も の と 思わ れる 。 


3. 中 子 断 訂 


志 井 田 功 の 東 中 才 断層 は 気仙 沼 か ら 盛 岡 千 98 キロ に 豆 り て 北 北 西 南南東 の 方 向 で 北 
ERE ICIBHS NS. 元 来 北上 地方 で リ アテ ス 式 海 早 の 湾 入 は 多く は 東 よ り 西 に 
DNA CO CH OM 気仙 沼 ・ 広 田 ・ 大 船渡 の 三 湾 は 北 北西 , 南南東 の 方 向 を Ove Cys 
人 し て この 地 の 断 層 方 向 と 一 致す る の で あぁ る 。 

中 才 断 層 は MR S SUA O RRC BOM MICS ZABOMEE BX 気仙 沼 市 よ 
り 一 直線 に 北 北西 に 進み Se PE BOE TEER OMG PRE ie MIE 
BOR? BL て 盛岡 附近 に 達する の で ある 。 

中 才 断 層 は 気仙 河 市 附近 に 於 て CBS DEO ES SHB v1 aR 
の 地 向 斜 盆地 の 西側 を 薇 断 し て 此 を 二 皿 紀 層 に 接触 せしめ , 東側 地 塊 の 北西 方 へ の 移動 を 
ARAL で る 

気仙 沼 市 の 西 を 南東 より 北西 に た 走る 断層 は TRAE ROMMEL MB RORS Exh 
才 断 層 と は 稽 や 平行 する も 北 に 開い て 南 に 接近 し 前 者 の 枝 脈 な る を 思わ し め る 。 

広田 湾 に 流入 する 気仙 川 に 沿う 断層 , BLAMED TF SEAGIG & HE ORS E REG 
CACHE, 南東 に 走り , 後 東西 と な り て 中 才 断 層 に 結合 する も の , また は 大 船渡 湾 に 発し て 
遠野 旋盤 体 を 乏 回 し て 盛岡 に 向う る の 等 は また 中 才 断 層 の 枝 脈 と 考え られ る 。 其 く の 如 
き 北 上 の 古 期 岩層 を 賀 く 中 才 断 層 を 以 て 第 三 紀 , 中 新 世 の 活動 に 的 し た る は 半沢 正四 郎 で 
あぁ つて 和 吾 人 は 基 の 畑 眼 に 敬意 を 表す る も の で ある 。 

B. Willis12) < 依 れ ば 1904 年 に 活動 せる 北米 加 州 の San Andreas Rift は 北 北 西 , 
南南東 の 方 向 を と り て Punt Arena 岬 より サン フラ ン シ ス コ 湾 を 横 ぎ り 900 キロ を 一 
直線 に 走り て Salton 湖 を すぎ 南 加 州 溢 に 入る 。 HOMBRE Sic BMT TERR 
け て 堆積 岩 の 地 体 を 進み サン フラ ン シ ス コ 湾 の 南 で 二 本 の 枝 脈 を 出し , サン ェ ミ グ ヂ オォ の 
花 賠 岩 体 に 会 し て ガー ロッ ク 断 層 の 枝 脈 を 出し て Sierranevada 山 由 の 方 向 に 評 回 せ 
し め 主 脈 は 南西 に 進ん で Salton 湖 に 達 す 。 この 大 断層 の 貫く 所 スタ ン ホ ー ド 附近 に 於 
て 断層 の 西側 は 北西 に 移動 4m に 達し た 。 

PFT SIG EAA OD BE CAE A & FEA & BEC, 基 の 開 を 進み 北上 川 を 横断 
し て 奥羽 山地 の 花輪 盆地 に 突入 する 。 TEM AEHIIC A TIL TIPE Ly UWE D BENE HH eZ 
Green tuff 2°74E/ LICH SUA X So 北大 杉原 忠政 13) は Green tuff 中 
I OSMEVE SER LERCH SEY, この 地 を 北 北西 , 南南東 に 走る 線 に 
より て 西側 に 於 ける 銅 鉄 の 密集 せる 小坂 地帯 と 東側 に 於 ける 亜鉛 鉄 の 密集 せる 尾 去 沢地 
帯 を 区 別 し , この 線 を 更に 北 に 延長 し て 津軽 半島 を 縦断 する 構造 線 に 一 致 せ し め , BILE 
述 せ る 中 才 断 層 に 連続 せしめ た 。 

上 述 せ る 如く 気仙 河 附 近 に 於 て は 中 才 断 層 の 東側 は 北 北西 に 移動 せる こと が 考え られ 
る の で ある 。 断層 に 沿う て 一 方 に 移動 する 地 塊 は 水平 に , また 上 下 に 運動 する 事 は 知ら れ 
た 事実 で ある 。 中 才 断 層 に 沿う て 奥羽 山地 に 起 れ る 地層 の 陥没 は ic ERI 
き で あぁ ろう 。 北村 信 に 依る と 中 新 期 の 始め 奥羽 山地 に 浸入 せる 海 は 下北 半島 を 込め 北上 
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混 谷 より 津軽 半島 に 豆 つ た と 述べ て いら れる 。 下北 半島 の 場合 は 後述 する こと に し て 中 
才 断 層 に 伴う 陥没 に 依 て 津軽 半島 方 面 の 陥没 を 推測 する こと が 出来 る 。 


6. BR: BOHM c RAH Bek 


ADB PRL HEBOEMRAUT EL O 旭川 に 至る 南北 で それ より GM aT 
は 北 北西 , PBR CHS. MID URE 41° 附近 に 位 し , SRILA XY 
北上 し て 基 の 南 々 東 に 達し 北 偉 41? 附近 か ら 北 東 の 千島 海溝 に 向 つ て EU SERA AAC 
ある が 実際 は ここ で 断絶 する の で ある 。 され ば 日 高山 脈 を 延長 し て 北 偉 39° 東経 144? 
附近 に 至ら し め る 時 は 三陸 海溝 の 一 部 は 提 高 山脈 の 一 部 に 沿う こと に な り 北上 山脈 と 日 
高山 脈 は 釜石 の 沖 で 互い に 相対 する こと に な る 。 か つて この 両 山脈 は か か る 位置 を 取 つ 
た こと の ある 事 を 考え る 相 が ある 。 

日 高 山脈 の 西側 に は ジュ ラ , AM, 古 第 三 紀 , 新 第 三 紀 の 順に 配列 し 加川 以 南 に 於 て 
は 東 よ り 強 圧 を 受 て : 十 生 層 の 日 高山 脈 上 昇 し 西側 の 新 期 各 層 を 圧縮 し て 過 裕 曲 構造 を 造 
) ASEACIEDS 第 三 紀 層 の 上 に 押し 被っ つて ナッ プ 構 造 を 作 つ た 処 が ある 。 これ に 対し て 北 
上 山系 は 南北 に 走り 古 生 層 の 走向 北西 , 南東 で 基 の 北方 延長 は 津軽 地方 より 北海 道 の 江 
差 に 及び 叉 尻 屋 岬 より 長万部 に 豆 る も の と 考え られ る 。 i 

北上 山系 の 東海 早 に は 宮古 の 下部 白 牌 紀 層 が あり , この 地方 に 発達 する 花 庫 固 緑 岩 の 護 
RB PR ae 不 整 合 に OZER IEC 東 に 傾斜 し 基 の 中 に は 種々 の fauna と 共に Urgoon 
facies と Orbitolina の Pachyodont Lamellibranch を 含み 北海 道 イ クシ ン ベ ツ 産 
の も の と 同一 で ある 。 宮古 地 方 に は 小 本 の ジュ ラ 植 物 層 が あり , EAR EMBER 
et 十 第 三 紀 層 が 知ら れ て お り 石 等 の 如く 大 規模 広範 囲 の も の で は な い が (REE 8 
高 両 平行 山地 の 間 に 堆 積 し た 中 生 代 より 新生 代 に 豆 る 地 向 斜 信 地 の 遺物 で ある 事 を HEE 
する こと が 出来 る 。 
七島 海 洪 を 経て 三陸 沖 を 北上 する 七島 海溝 構造 線 は vic + Ab abe 過ぎ て 間宮 海 
RISES, 八戸 より 能代 に 賀 く 千 鳥海 潮 構 造 線 及び これ に 平行 し て 津軽 海峡 を 貫く 色丹 構 
人 造 線 と 格子 状 構造 を 成す 。 この 両 構造 線 の 活動 に より て 日 高山 脈 及び 2 hicths Ae - 
SS 古 地 向 斜 の 南部 を 陥没 せしめ , 更に 北上 山系 北部 と 北海 道 南 部 の 地層 を 陥没 せしめ た の 
CHhOCTHE + ARORA RILEROBMMAZEMSZD CHS. 

中 新 期 始め 下北 半島 より 津軽 半島 を 込め て 北 よ ょ り 奥 羽山 地 に 浸入 せる 海 は 石 符 ・ 宮 吉 
HHA OTK L ARE CH O76 

FEV AREA —) が 潜水 艦 に 搭乗 し て 行え る 海底 重力 測定 に 依る と 津軽 海 譜 の 東方 

CARR OBS L & said 0 CHR + HMMA OMBERTLOCHS 


7. 結 語 
管 て 奥羽 容 梁山 脈 の 位置 を 占め た 古 生 層 は ASU DER SET) 双 薬 断層 の 活動 で 
全域 陥没 の 下 に 地 向 斜 形成 を 続け , Green tuff の 大 叶 出 を 転機 と し て 地 撃 の 上 昇 に 転じ 
た 。 然るに 秋田 ・ 新 潟 地方 の 古 生 層 は 少し 遅れ て Fossa Magna 援 乱 の 引 曳 力 を 薄 む り 
WEORDA, Vit & PREO HERE TREL 720 XNIE Median Groove を 界 と し て 前 者 
(LEF+L» RELWAL RD CHSM PMMOK Y (IIH L YA WEES Sic BO 


原音 Fi Sk Se os: 145 


ES 

REAT + UABO SD BAHIA La ZABSEM ( 西 よ り 東 に 向う ) EBV 
0, HO dh ¢ ACO BS A PRAISES LC LAL CALLER A 
AYREO— EB e BERRA L Dro 

Fossa Magna #alLOWAIS BPRRURILAAIC HEL CHML MERLE CH 
So これ と は 別 箇 に 日 本 海溝 に 伴う 七島 海溝 構造 線 は 基 の 分 岐 な る 双 薬 の 中 才 断 層 を 東 
北日本 の 陸上 に 流出 し て 地 山 運動 と 火山 活動 を 促し た 。 この 両者 は 独立 する が MX BR 

ら ず し て 根源 を 同 う し , 太平 洋 周辺 の 造山 運動 と し て 解せ ら る 。 
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8568, Magnet Core 産 ジ ルコ ニウム 
#4324, kimzeyite Milton, C., Ing- 
fam, Boy Blade, Lev. 

Arkansas j}| Magnet Core の car- 
bonatite 中 に Imm 以下 の 24 面体 を 
2348 OPE Behide ke BETS OBE 
PEEK HHAO KA, vf eN 
EA, AUT AA, BREKECHS. 
COMMA Zr を 多量 に 含む 特別 の 成 
分 の る も の で 新 に kimzeyite と 名 づけ ら 
れ な た 。 比重 4.0, Bees n=1.94, 最強 
の X 線 粉末 廻 折線 は 1.667 (10), 2.539 
(9), 2.79 (8) で , a,=1246A で ある 。 
化学 分 析 の 結果 は CaO 29.8, ZrO, 29.9 
Ti,O, 5.0, MgO 0.5, FeO 0.8, Nb,O, 
1.0, Al,O, 11.0, Fe,O, 13.4, SiO, 9.6 
合計 101.0% で , 化学 式 は 略 Cag Zr, 
(AES OR に 相当 ずる eS で tid 
Zr を 置換 し , Fe は Ale BMtTSLS 
える 。 即ち Zr, Ti は 6 配 位 の 位置 を 占 
®, Al, Fe WHEV-Av }OMCEB 
BAMBAD Si4 面体 の 位置 を 占め て 
いる こと と な る 。 MEMO Ti を 含む 様 
7 KERIB ARL 72k CARH の 
Zr が 検出 され た も の が あぁ あつ た が , ERA 
に は な つて な い 。 BKMAlE = OHAOB 
物 研究 に 貢献 し た Kimzey 一 察 の 名 准 
の た め に 名 付け ちら れ た 。(Am. Min., 46, 
533~548, 1961) [長谷 川 ] 


8569, . 新 鉱物 nobleite Erd, R. C., 
McAllister, J. F., Vlisidis, A.C. 
Nobleite は CaO-3B,0,:4H,O の 
{LPS CRA NSH CH 0, Califor- 
nia, Death Valley 地帯 , Furnace 


Creek 身 酸 鉄 床 か ら 発 見 され た 。 こ の 鉄 
WIRES EL, 第 三 紀 末 の Fur- 
nace Creek 層 の 談 質 し た 玄武 岩 質 岩 中 
の colemanite と priceite 脈 の 風化 に 
よっ つて 生成 され た も の で ある 。 <& 1.500, 
B 1.520, y 1.554, 2Vy76° (calc), r> 
v, KAa29°, Y=b, ZAc-7°, BE 
3, 比重 2.09, 化学 組成 は Li,O 0.02, 
Na,O 0.26, K,O 0.08, CaO 16.96, 
SrO 0.11, Fe,0, 0.15, B,O, 60.80, 
H,O 21.84, total 100.28 %, 6a: 
は 単 斜 品 系 , ZeRRERIt P21/a, a 14.56, 
b 8.016, c 9.838A, 8111°45’, a:b: 
c=1.816:1:1.227. この 新 録 物 の 名 称 
は 米国 地 調 し . F. Noble 博士 に ちな ん 
で 名 付け た 。(Am. Min., 46, 560~571 
1961) CA] 


8570, {RBRE(CH (1S Bee Fr 
QV AOR MacChesney, J. B., 
Muan, A. 

酸化 鉄 - 酸 化 チ タン 系 に お ける 相 の 関係 
を 低 酸素 分 圧下 で 決定 し た 。 酸素 分 圧 は 
wistite と 金属 鉄 の 平衡 に た に よ つ て 決め た 。 
試料 は 鉄 負 の ルッ ボ に 入れ 窒素 の 去 囲 気 
中 で 加熱 し た 。 こ の 実験 の 結果 , 得 ら れ 
た 混合 物 の 成分 は FeO-TiO。 join か ら 
ずれ る こと が 判っ つた 。 酸化 鉄 に 富む 混合 
物 は 過剰 の Fe®+ の 値 を 示し , 一 方 Ti3+ 
は 酸化 チタ ン の 割合 の 多い 混合 物 中 に 現 
われ る も の と 推定 され る 。 Greine と 
White (1939) は FeO-TiO。 系 に お 
いて 単に 2 つの 化合 物 (2FeO-TiO,, 
Wile am ee Re OO say 
YEG) EICDHM AR EBS 
過ぎ な い が , この 実験 結果 に よれ ば 3 
つの 化合 物 と 4 つの 共 融 点 が 得 ら れ た 。 
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各 共 融点 と そこ に 見 られ る 相 の 組合 せ は 
次 の よう に な つて いる 。 H 1312°C OR 
で wiistite, ウル ボス ピ ネ ル , (90 wt 9 
FeO, 10wt% TiO。) 液 及び ガス が 平 
御 に ある 。 第 2 の 点 で は ウル ボス ピ ネ ル 
59 1 Heb, We (53% FeO, 479TiO,) 
及び ガス が 1363°C で 共存 する 。 第 3 の 
ys 1390C° GF Y v BoE, pseudo- 
brookite, ¥ (4236 FeO, 582% TiO.) 
と ガス が 平衡 を 保つ e 1430°C Cit 
pseudobrookite, rutile, 液 (202%8 FeO, 
8076 TiO.) 及び ガス が 共存 する 。 この よ 
うに て 化合 物 EDON て ウル ボス ビル; 

チタ ン 鉄 鉱 , 及び pseudobrookite 示現 
われ る 。 (Am. Min., 46, 572~582, 
1981) (AYE) 


8571, 熱 水中 に お ける マイ クロ クリ ン , 
アル バイ ト 及 び 皿 石 の 分 解 Morey, G. 
W., Fournier, R. O. 

295°C, 2500psi の 熱 水 中 に マイ クロ 
TV VY, TU84}RUSAY BAD S 
試料 を 135 日 間 放 置 し て その 分 解 に つい 
て 実験 を 行 な つ た 。 BUkKis 実験 終了 後 
bomb か ら 取り出し , Na,O, K,O, 
Al。0。, SiO, に つい て 化学 分 析 を 行 な つ 
な だ 6 こさ の 結果 次 の よう な さと が 明らか と 
な っ うた 。 マネ クロ クリ マン は 一 部 分 解 じ 百 
雲母 に た なり, 熟 水 中 の 深 け 込ん だ 物質 の 
平均 値 は 167ppm, pH の 平均 値 は 7.9 で 
あぁ あつ た 。 アル バイ ト は 一 部 boehmite, 
paragonite 及び 非 結 唱 物 質 に 変っ た 。 BH 
水中 に 深 け た 物質 の 平均 値 は 243ppm, 
PH の 平均 値 は 7.9 CHO, 変質 の 断 
mlxk#AD sample container 中 で 見 ら 
れる 。 即ち container の 出口 の 方 で は 主 
と し て 白 圭 母 と 少量 の 方 沸 石 が みな られ , 
KAO CLEE LT boehmite BAS 
れる 。 深 け た 物質 の 総量 の 平均 は 440 
ppm, pH の 平均 値 は 9.7 で 最高 値 は 


10.2 CHS. WIRED KK20O 中 に 対す る 
Na,O の 比 は 原料 鉄 物 の それ より る も 大き 
か つた 。 (Am. Min,. 46, 688~699, 


1981) (A) 


8572, BEBO 水 熱 分 解 に よる カリ シ 
Sf bh} RURBROLR Kopp, O. C, 
Harris, Wa, As Clarkes Gas 

水上 唱 谷 成 用 の オー トク レー ブ 中 で , FB 
雲母 結晶 を 種 及び 補給 材 と し て 用 い , 
KOH IN 溶液 中 で 410°~425°C, 1200 
バー ル , 約 20 A ATAAL CA BEOKAS 
成 を 試み た と ころ , ABSORBER Lc 
カリ シラ イド KA1SiO 攻 と 鉄 だ た 富む 雲母 
と が 生成 され た 。 この 鉄 に 富む 雲母 は 暗 
RAC @=1.62, B=1.68, y=1.68 で , 
GREEN: (lepidcmelane) に 類似 し た も る の 
で ある 。、 カリ ジ シ ジラ イィ bit 0.5mm DFO 
六角 板 状 の 自 形 結晶 で , 光学 的 に る NHR 
的 に も 南 阿 の 天然 産 の も の に 近似 し て い 
る 。 反 応 式 は 次 の 式 で 表わさ れる 。 KAI, 
(Sis Al) O,, (OH), + Fe(+KOH+H,0) 
—KAISiO, + K (Fe, Al), (SisAl) Oy, 
(OH).+Fes0,+H,0 。 天然 の 産出 が 極 
OC HAAVY IA bWIOORC AES 
の 人 工 水 熱 分解 で 容易 に 生成 され る こと 
は 極め て 興味 深く この こと は 天然 の 白 
雲母 に 宮 む 岩石 の 熱 水 変質 の さい に も 可 
能 性 が ある 。 (Am. Min., 46, 719~ 
727, 1961) LEAN 


8573, New York }i\|, Talcville = 
tirodite Segeler, C., G. 

Tirodite は Dunn } Roy(1938) と 
ick India, Tirodi Ov y Fv gL 
か ら 発 見 され た Mn カミ ング トン 石 で あ 
る 。 BAIR RCP DT New 
York i, Taleville Ogi as 2 Ok 
物 を 発見 し た 。 こ の tirodite (EP RO 
marin Hl, 長 さ 3 インチ に る も 達 
する 。G 3.07, a 1.620, 8 1.630, y 1.635, 


ib 


Sk $29 


2V 74°, Y=b, cAZ 16°, & fa Pes X HE 
色 , YR, ZH, 化学 分 析 は 桃色 と 
ペッ マ 告 の 部 分 に つい で 行ない で) nen 
次 の 結果 を 得 た 。 HY SiO, 58.80, 
58.78, Al,O, 1.20 (Fe。0。 を 含む ), 0.58, 
0.72, MgO 24.80, 25.86, CaO 2.72, 
2.38, MnO 10.08, 8.70, H,02.54, 1.26, 
合計 100.14, 99.28 G&A, Talcville 
産 の も の は Tirodi HOY OD iz IE v, 
比重 及び 屈折 率 が 低く , また Fe が 少な 
Wo (Am. Min., 46, 637~641, 
1961) (HA) 


8574, Ghana, Nsuta の Mn カミ 
ング ト > 石 Jaffe, H. W., Groeneveld 
Meijier, W. J., Selchow, D. H. 
Ghana, Nsuta の 炭酸 塩 岩 中 の Mn 
ME Mn = Caz eS 
60: 35 : 3 : 2) は 今 ま で 記載 され た カミ 
ング トン 石 中 最も Mn が 多く Fe が 少 
Zo CDEMORFERUL ay 9.531, 
bpi18.10;. c, 5:326A, 2 102°15’, % 
卓 は 帯 緑 白色 , 針 状 ~ 柱 状 を な し , BE 
HEV ASX 7px, C=1.628, B=1.642, y= 
1,650, 2V 4 74°, cA Z 22°, G3i12(obs.), 
3.19 (calc) CHS. 従来 カミ ング トン 石 
RIMIGKA AY TbYBE TV a— 
AZAD EHUB EL TW 72, 
これ に Mn, (SigOy1)12(OH) 2 を 加え た 
三成 分 系 と し て 取扱う 必 要 が ある と し 
て いる 。 (Am. Min., 46, 642~653, 
1961) [青木 〕 


8575, BAA: ダイ ヤ モ ン ド の 探索 
Sarma, DV NMayeda 1. 
隅 右 中 に た ダイヤモンド が 含ま れ て いる 
と いう こと は 古く か ら 報告 され て きた 。 
Be (EAC LC EPR TOT 
YL, BAY i vey Fe BMS 
せこ れ を XMCLENT AV EY FOR 
ERE Lio FESO YA veY F 


BUBBIZOW TROBE L 操作 に 対す 
SME FAME L 72. 1) HCI+HNO,, 

HF 処理 後 HClO, と H,SO, 処理 。 = 
の 場合 の ダイ ィ イィ ャ モン ド の 回 収 率 (D)92.5, 
Fie D IRS (G) 4096 CHS 2)HCI+ 
FINO, Queers & MUBRSRL (880°C)。 こ 
DF D=100,G=95, 3) KHSO, i& 
Ai (500°C), G=68, 4) KHF, zi 
(250~300°C), D=100, G=100, = 
の 結果 KHF。 RBI RACH SHB 
物 の 落 解 人 性 も 大 きい の で , (REBRICM 
し て 4) 活 を 採用 し た 。 和 実際 の 方 法 は 粉 
末 試 料 を 先 づ HCl で 処理 し 次 いで HF 
CREME EK, (OBR (試料 103 に 
対し 100ng 以下 ) を KHF。 eRe 7 
い HCl で 処理 し , BRAS AKVERCIRL T 
ぶ X 線 分 析 を 行う 。 以 上 の 操作 を 17 個 の 
BARC L CHORD 予想 に 反し て 
殆 ん ど 全 て の も る もの に ダイ ャ モン ド は 見 出 
され な か つた 。 ME Peetz Co. PRAIZ つい 
CORAMEDPTARA (大 部 分 は ス ビ ネル ) に 
VAX EY FORA 見 られ た が , そ 
の 含量 は 0 005 へ 0.0159% 程度 の も の で 
あぁ あろ 3 う 3。 (Geochim, Cosmochim. Acta, 
22, 169~175, 1961) [長谷 川 ] 
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8576, Tasmania, 粗 粒 玄武 周 の 交 石 
McDougall, I. 

南部 Tasmania, Red Hill に は ソレ 
アイ ト 岩 系 粗 粒 玄 武 岩 の ほ ゞ 垂直 な 岩 
RBABAMSD, Pl, 長 さ 5 マイ ル 
に わた つて 露出 し て いる 。 この 岩 体 は 粗 
EA A OC BAG 
し て いる 。 岩 体 の 分 化 系 列 の 代表 的 岩石 
か ら SOOMAR ABE DATL, ELS 
ROAD ICPFIER OME IA, こ 
れ ら の 品 出 経路 に つい て 述べ て いる 。 マ 
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グマ か ら 最初 に 品 出 し た Hats Bae 
AG (weet) C Of15~33, 下部 接触 帯 か 
50 比 まで 認め られ る 8 続い で ビジ シオ 
y RG (Ca, 5sMgesFe»9.5) に 転移 し , ま 
た 普通 煙 石 も 現われ 始め る 。 これ ら 両 単 
斜 交 石 は 両 煙 石 境界 線 ま で 平行 唱 出 し , 

以後 普通 輝石 の みな と な り , 最も 酸性 の グ 
ラグ ファイ プー で は 鉄 ヘ デン ベル ダ 煙 石 に 
RET Zo EPR (Fag,) も 蜂 期 に 品 
出す る 。 PRE ORHRMB IX Skaergaard 
の も の と 一 致す る が 後者 より も 普通 煙 石 
は や ゝ Ca に 乏しい 。 離 溶 現象 は すべ て 
DIEAILAD NSBR, 鉄 ヘ デン ベル グ 
石 に は な い 。 これ は 多分 品 出 温度 が 比 
較 的 低 ふ つた た めで あろ 3 う 3。 (Am.Min., 
46, 661~687, 1961) (8A) 


8577, マグ マ ik RB aOR 
BA Wyllie, P. J., Tuttle, O. F. 
多く の 岩石 学者 は 炭酸 塩 岩 類 は 液状 マ 
FreUCHA, RR EEE 
が , これ に 反対 する 人 も あり これ は 野外 
で 観察 され る 炭酸 塩 岩 は 比較 的 低温 で あ 
る の に 対し , 方 解 石 の 類 融 温度 が 高い こ 
と に ある 。 著者 等 は CaO-CO。-H。O 
系 に 低温 の 液 相 が ある こと を 見 出し た 。 
1000 バー ル の 圧力 下 で 68CaO, 19CO。, 
13H,0 の 液 は 方 解 石 ) ポー トラ ンダ イィ 
ト 及 び CaO と 共存 し , その 温度 は 683°C 
CHD, 675°C @ 65CaO, 19CO,, 16 
H,O の 液 は 方 解 石 ) ポー トラ ンダ イト 
及び 蒸気 と 共存 する 。 27~4000 バー ル 
の 圧力 下 で の 最低 液 相 温度 は 685°C と 
640°C の 問 で ぁ る 。 こ の 系 に MgO を 加 
える と 1000 バー ル で 最低 液 相 温度 は 
675°C か ら 625°C に 下る 。 こ の 液 は 非 
常に 粘性 が 低く , 容易 に 結晶 の 沈降 が お 
こる 。 これ ら の 実験 か ら 複 雑 な 成分 の マ 
グマ か ら 方 解 石 , ABA, BRED A 
出 分 別に よ つ て RRB BRS 生成 され る 。 


な お この 論文 は すべ て の 炭酸 塩 岩 類 が マ 
グマ 起源 で ある と いう の で は な さく, bh 
の 様 に 低い 温度 で 液 が 存在 する の は , KR 
酸 塩 マグ マ の 存在 が 可能 で ある と の 立証 
で あぁ る と 思わ れる 。 (21st Intern. Geol. 
Congr., Norden, Part 13, 310~318, 
1960) CHAI 


8578, New Zealand OMAN 
Brothers, R. N. 

New Zealand Oth AMPED Hit 
CHESCERA V7 TO 5 ORMOD Es 
出 順 序 と 同じ で あぁ る こと を 示し て いる 。 
団塊 中 に ASN SRRAD {100} に 平 
行 な translation lamellae は 類 岩 の 自 
形 夷 品 に も し ば し ば 認め らち られ, これ ら の 
lamellae liv 7 7 ¥)O CHROME - 
より gravity deformation の 結果 生じ 
た も の で ある 。 MBEIE F092~gs, A 
HEA Engo-s,, BSG l(i CassMgas 
Fey~CaygMgyj Fe}, で ある 。 また 暗 福 色 
ス ビ ネル と , 析 木 状 の 沸 石 も 存在 する 。 
Petrographic analysis を 行なう と , 団 
SER DO BBE Ik BABE a O 定 方 位 を 示 
する も る の と 類似 の 図 を 示す (21st Intern. 
Geol. Cong., Norden, Part 13,68~ 


81, 1961) CEA] 


8579, マグ マ の 形成 と その 分 類 Kuz- 
netzov, G. A. 

主 な マグ マ 起 源 の 岩石 は 次 の 8 型 に 分 
類 さ れる : (1) KK Mieka, (2) 
platformic formation (JE l)#)-trap 
MR —T II 77 4 Fo, TVBVB, 
(3) DANO BA-AC ZI, HE 
ita RUS, (4) 第 2 RIAD 
岩石 一 石英 テ ヶ ケラ ト フ ァ イア ー, SATE 
fate (5) 安山岩 一 隊 緑 岩 , (6) branchy- 
geosyncline の 岩石 一 班 岩 , 花 賠 岩 , (7) 
intermountain saggings の マグ マ 起 源 
の 岩石 一 玄武 岩 一 粗 面 岩 > ノー ド マ ー カ 


ib 
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イィ イト, (8) femme RE RE TER, TE 


Rate, 27274 bo(2lst Intern. 
Geol. Cong., Norden, Part 13, 94~ 


95, 1960) (BAI 


8580, JBKEBAE& Poldervaart, A., 
Taubeneck, W. H. 

この 論文 は 層状 綱 入 岩 体 の cryptic 
layering と rhythmic layering の 形成 に 
必要 な 機構 に つい て 述べ て いる 。Cryptic 
layering は 鉱物 の 進化 に よる 組成 変化 に 
ょ つて 生成 され , マグ マ の 分 別 品 出 作用 
の 結果 で あり , BMAD BARE FEO 
た り , 億 な わな か つた りす る 。Rhythmic 
layering は 選択 的 に 鉄 物 に 卓越 し た 層 の 
succession に よ つ て 形成 され , 一 般 に マ 
グマ 中 で 結 品 集積 と 対流 が 組合 わ さ つ て 
WSo SILTER VT TS PORAE 
ARIE LK BEL CW So この 機構 は 深 
所 より る も LERMRATOSA CHES, 
基 性 マグ マ よ り る も 中 性 酸性 の も の が 多 
い 。Oregon と California MFEARIZ FE 
岩 脈 と 漏斗 型 の 岩 体 に banding に 高角 
度 の : 伸 長 方 向 を も つて 排列 し た 結 品 を も 
>, rhythmic layering OB <¢ 36BeL 7 
も の が ある 。 こ の 型 の layering は マグ 
マ 中 で 対流 或いは 乱 対流 が 行なわ れつ > 
undercooling に よ つ て 形成 され た も の 
CHB. Skaergaard 岩 体 の perpen- 
dicular feldspar rock や Rhum の 
harrisite 構造 を も つた , MbtaD lad 
undercooling の 為 と 思わ れる 。 (21st 
Intern. Cong., Norden, Part 13,239 
~246, 1960) (BAI 


8581, Finland, Svecofennides の 
AAS Simonen, A. 

Finland, Svecofennides の 深成岩 は 
| 岩石 学 的 性 質 か ら 3 つの 岩石 区 に 分 けら 
‘NS: MARE, トロ = エム 岩 


charnockite, 花 韻 岩 , ミグ マタ イト を 作 
BSA JONI) Haare, LEI eh 75) 
区 に は 基 性 ~ 中 性 の 深成岩 を FEZ OT 
So 最初 の 4 OD BAKIHARUBA 
学 的 性 質 か ら マ グマ 超 源 と 考え られ る が , 
酸性 岩 が 斑 炉 岩 よ り も 多い と ころ か ら 本 
WY 7 Vi LRBACLAPOH. VT 
VIL AOVRAT ChE D BAD FART 
TBD SRC £ OC ERAUICIE RK A, 地 
域 上 的 に 本 源 マ グマ の 組成 が 僅か に 異な つ 
て いた の で , 分 化 に より 性 質 の 違 つ た 董 
右 区 を 形成 し た 。「 南 Finland oO: 7z 
タイ を 作る マイ 7 クロ ョ クリ VERE 
山 帯 の 深成岩 で は ユニ ー ク な 位置 を 占め , 
基 性 ~ 中 性 岩 を 伴 な わ ず , これ は 花 内 岩 
ACHE EDO TCCEK YD CHS (21 st 
Intern. Geol. Congr., Norden, Part 
13, 28~38, 1960) BAI 


8582, PUT 型 と BREE 
¥E 238 Ote Thayer, T. P. 

TUS AMS HELA IS BAT SB & 
DEA a D Ph Be 7 BMAD, 7 V7 ATE 
岩 類 と 層状 を な す BEM — CS AK & D 
間 の 中 間 型 の 存在 を 示唆 し て いる 。 し か 
し アル プス 型 と 層状 型 を 比較 する と , 成 
因 的 に 軍 大 な 形状 , 構造 , 組成 , 組織 な 
ど に 相違 だ が だ み ら れ る 。 この 相違 に つい て 
要点 を 表示 する と 共に 詳 述 し て いる が 概 
Me Rica To ORY AREAS 
Bushveld や Stillwater に 代表 され る 
JK AGP CUE RS a RAS その 位置 で 静か 
に 結晶 作用 を 行 つ た こと が crystal sett- 
ling や cryptic layering 又 成 分 を 異 に 
する 個々 の 層 が 長く 横 に 連続 する 事実 , 
上 方 に 規則 正しく BIBRA D> 6 SERS 
或 は 花 賠 岩 質 へ と 変化 する こと な ど に ょ よ 
つて 示さ れる 。 TNT AM! Clk semisolid 
の 状態 で 強い 変形 作用 を 受け て いる こと 
が その 不 規 則 な 形状 や 内 部 構造 に よ つ て 
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示さ れ , cryptic layering を 欠き , WHE 
され た 組織 を 示し て いる 。 叉 層状 型 で は 
ポイ キリ チッ ク 和 組織 を 示す こと が 多い が 
ァ ル プス 型 で は 全 他 形 の 組織 を 示す 場合 
が 多い 。 更に 組成 , 成因 的 に 関連 する 岩 脈 
や 包含 物 に つい て の 相違 を 挙げ , 随伴 す 
る クロ ー ム 鉱床 の 性 質 の 相違 に 言及 し て 
WS MACH, TUT AWS 
に つい て の 問題 に 対し て , 斑 米 岩 質 岩 が 
重要 な 役割 を 持つ こと を 述べ て いる 。 
(21 st Int. Cong., part 13, 247~ 
259, 1960) (KE) 


8583, Cordillera 7ERiESO #0 
代 Baadsgaard, H., Folinsbee, R. 
Be Lipson esi. 

北ア メリ カ ヵ カ Cordillera の 20 OPER 
岩 体 の 黒雲 母 を 用 いて K-A 法 に より 絶 
対 年 代 を 測定 し た 。 これ ら の 岩 体 は いづ 
れる も 地質 学 的 に 相対 年 代 の 判 つ て いる る も 
の で あぁ あり, 大体 絶 対 年 代 と 良く 一 致す る 。 
Cordillera 地帯 は 5 ED (Ei a D RE ARE 
期 が ある 。 moO 造山 運動 は デボン 紀 
(350-360m. y.) で あぁ あり, Rocky 山脈 の 
Ice River BO -0 dba Yukon の 
Fitton 762 CHS. 次 が 中 生 代 初 其 
の も ゃ ので, 中 部 British Columbia の 
Guichon (186m.y.) & Topley (163 
m.y.) ARCH S. COMFORBKE 
な 運動 は 95~100m. y. (SBR HS) の 
も の で Coast Range FRARECHA.A 
SEACARBERI > 80m. y. に 次 の 導入 が 行 
な われ た 。Rocky 造山 運動 50~60m. 
Y- ( 始 新 世 ) Vy RAROREAR HD, 最 
後 の 花 賠 岩 体 の 貫入 は 18m. y. (中 新 世 ) 
に Cascade Range の 小さ な 過 体 と し 
THEAL, “aVieqe7 20 WICH 
いる EROPCRDBAYDOLBdHA 
4o (Bull. Geol. Soc. Am., 72, 689 
~702, 1961) (HA) 
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8584, FHUOBBRUMEKAD Mar- 
shall, R. R., Joensuu, O. 

立方 体 か ら 八 面体 に 至る Fie GRO SwHE 
変化 と 微量 成分 と の 関係 に つい て は 従来 
いく つか の 研究 が な され て いる が , 今回 
アメ リカ 中 西部 の Upper Mississippi 
Valley, Pitcher field 等 歌い は アメ リ 
カ 南 西部 各地 か ら 産 出し た HH SK 31 試 
料 に つい て 分 光 分 析 を 行い Ag, Bi, Cu, 
Sb の 定量 を 行 つ た 。 MAK BO 品 閣 に 
関し て は , 観察 され る 立方 体 の 生 の 平均 
を <a>, (111) Ht 100) MLOHOR 
Ebi, 八 面 体 の 面 の 数 を n と し て 求め ら 


NSH, H=y di/n<a> を も つて こ 


れ を 現 わ し , BAR L OBIE BRL 
た 結果 , 八 面 体 品 北 を 有する 方 鉛 鉄 は し 
ば し ば 多量 の Ag, Bi を 含有 する が , 品 
癖 と これ ら の 成分 と の 問 に は 積極 的 な 相 
関 々 係 を 認め る こと は 出来 な い 。 然し Sb 
は 八 面 体 唱 癖 を も つも の に LEBEL HE UT 
BRITA BITSY OD RIE 
集 し て 居り , その 含有 量 と 品 涯 指数 王 と の 
間 に は 負 の 相関 々 係 が 認め られ た 。 同一 
鉱 化 地 域 の 中 で る 微量 成分 の 濃度 は 非常 
に 変化 が 認め ちら れ た が , 産出 場所 及び 層 
序 的 位置 と それ ら の 間 に は 価 ら 積極 的 な 
関係 は 見 られ な い 。 TARE KAO 
量 及 び 方 鉛 鉄 の 品 癖 は 生成 の 際 の それ ぞ 
れ 異 つた 要因 に より 特徴 づけ られ る る も 
の と 思わ れる 。 生成 温度 は その 最も 重要 
な 要因 の 一 つ で ある と 考え られ 立方 体 品 
滞 は 低温 の 場合 に 現われ や すい も の と 思 
われ る 。 (Econ. Geol., 56, 758~771, 
1961) CJ 


8585, Ay RBA Maho 
量 成分 分 布 と その 他 化 学 的 意味 Mook- 


GR 733 


henjee, A. 

Nagpur, Chhindwara, Bhandara 
等 多く の 地域 か ら 産 出し た gonditic 
manganese ore に 関す る , Fermor に 
より 記載 され た 200 近い 完全 或いは 部 分 
分 析 結 果 及 び 筆 者 の 分 析 結 果 を 合せ 考察 
し た と ころ gonditic ore 中 の 微量 成分 
分 布 に は 次 の 様 な 特徴 が 認め られ た 。 (1) 
P は Fe の 増加 と 共に 増加 する 。 (2) Nat 
Kes Batt Catt Mg2t Nia Cozt, Zn 
Pot Tift Sez3:1c4 4 ORV —-VYB, 
T\VFRAV—-VR, RIV FRSOR 
BETZ. (3) 一 般 に は CaO>MgO, 
K。0>Na。O, CoO>NiO の 傾向 が ある 。 
これ ら の こと は 岩石 変質 の 際 Mn, 及び 
el が コロ イド の 状態 で 働い た と 考え る 
こと に より 容易 に 説明 され る 。 即ち 陽 イ オ 
ン は 負 に 帯電 し て いる Mn(OH), ゾル に 
吸着 され , (PO,)2-, AsO,3-, SO,2- 等 の 
陰 イ オン は 正 電 荷 を 帯び て いる Fe(OH), 
ゾル に 吸着 さき され る 。 叉 CaO>MgO, 
K,O>Na,0, CoO>NiO 1x Ca?+ Kt 
Co2+ が Mg?+, Na?2+, Ni2+ に 比較 し 76 
イィ オン 電位 が 低く 従 つ て RIBABKEW 
こと で 明か に 説明 され る 。 結局 gondite 
EGAICBR LL D7: 落 液 は コロ イド 状 
の Fe, Mn, Si, Al の 酸化 物 及 び 水 酸化 
Ee OOO. 44 7 RRC 
な か つた の で は な か ろう か と 推定 され 
Zo. (Econ. Geol., 56, 723~729, 
1961) Ce) 


8586, Fe-S-O A\cKIISZHREBK 
溶液 の 平衡 鉱床 生成 と の 関係 Barnes, 
H. L., Kullerud, G. 

FIL OF CURA ROME & al S 
Diz, (CASPER CAAA AES A 
WHNTHETOSo LOL, BH 5tk—- 
般 に 一 気圧 25°C 附近 で 論じ られ て お り , 
有 その 場合 に も 定量 的 に 研究 し て いる 論文 


は 少な い 。 本 論文 で は , 250°C ¥ COS 
床 の 形 成 を S を 含ん で いる 水深 液 の 分 圧 
と , DFR AY OWE Lt OBASN 
関係 を 図示 し て いる 。 水落 液 中 で の 硫黄 
を 含む 種々 の RIO EGERME 計算 し , 

0 0 は IOUS Poi LC Ota) 
硫黄 種 と PERRO ROMO 安定 領 
域 を pH, Po, 及び Xs ( 活 量 ) の 相関 
々 係 で 図示 し た 。 更に pH 及び Ys に 
及ぼ ばす 250°C まで の 温度 の 影 絡 に つい 
て も 検討 し て いる 。 Fe-S-O AC, BK 
Sk, 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 鉄 が 共生 する 場合 の 
鉄 液 は アル カリ 性 で あり , BURVZPIE ES 
PEELED. Fe-S-O 系 の 鉱物 と 250°C で 
共生 する 場合 の 安定 領域 が 図示 され , = 
れ か ら , その 共生 状態 で の S。 分 圧 が 限 
定 出 来 , も し 重 上 品 右 が それ に 加わ る と , 

S。 分 圧 は 最大 値 を 与え , 硫黄 が 存在 し な 
い 場 合 は 鉱 液 の p 甘 は この 安定 領域 の 中 
CHNERMSZILERAUL TS alc 
用 いた 熱 力 学 的 デー タ に 関し て は 極 く 最 
近 の も の を 利用 し て いる 。 相関 係 に つい 
て 著者 の Fe-S-O 系 の 熱 実験 も 加え て 
吟味 し て いる 。 (Econ. Geol., 56, 648 
~688, 1961) [梅原 〕 
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8587, アウ スト ラリ ア に 於 ける 石油 探 
$i Sprig, R. C. 

19614255 4H Queensland の 東南 
部 に ある Roma の 南方 で 試掘 井 Caba- 
win 1 号 井 は 深度 12,035 RD Sisk 
ある が , 約 10,000 器 附 近 の Permian 
の 薄 砂 岩層 か ら , 20/64 叶 制 限 ビ ー ン 
で ボーメ 51° の 原油 63 バレ ル , ガス 
386,000 立方 (日 産 ) を 産出 する に 至 
つて Queensland を 中 心 と する Great 
Artesian Basin D#GkI(RYNEARE 
びる に 至 つ た 。Queensland か ら New 
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South Wales 及び South Australia に 
か け て 中 生 層 が Proterozoic + < feo 
I THR 1958 4 A. 
I. Levorsen を 顧問 と する 調査 に より 多数 
の 背 鈴 構造 が 発見 され た が , 1959~1960 
年 に South Australia の 東北 隅 に 近い 
Innamincka and Betoota major 
anticline を 試掘 し た 所 , 潤い 中 生 層 と そ 
の 下 の Proterozoic の 地層 が 確認 され た 。 
所 が 地震 探 鉄 の 結果 Proterozoic 地層 は 
向 余 部 で は 地下 深 所 に 沈降 し , その 上 に 
Cambro-Ordovician の 厚い 含 油 層 更 に 
その 上 に Devon-Carboniferrous の 地 
FORT SILER Lo か で で ご の 
堆積 僧 東 部 の 第 2 KIN TRE OBE 
が 行わ れ , Cabawin 1 号 井 で Permian 
か ら 出 油 し た 。 HC OMEN HD aS 
化し た 探鉱 活動 に つい て 最近 の 状況 を 詳 
Li CTHS. (World Oil, 152, 
143~159, 1961) (4B) 


roy 


8588, 西部 カナ ダ に 於 ける 原油 及び 油 
層 の 性 質 と 二 次 回 収 法 の 効用 Hitchon, 
Ro CO CS 
Hodgson, G. W. 

1959 年 末 ま で に 西部 カナ ダ で 発見 され 
た 原油 埋蔵 量 200 億 バレ ル の 中 , 24 9% 
が 一 次 的 採 油 及 び 水 攻 潜 で 回 収 可能 で あ 
る が , 今後 100 年 間 に 更 に 500 億 バレ 
ル の 原油 の 発見 可能 な こと に か ん が み , 
近い 将来 は 充分 採算 の 開 え 得る 三次 回 収 
YN CS CC OD TS 
“miscible-phase flooding” を 既知 の 油 
FNC MIL CT, £D loss BANG xX 
こと を PAS Ste D OMAR RAT 
いる 。 西部 カナ ダ 堆 積 盆地 の 各 時 階 に 於 
ける 堆積 層 の 厚 さ , 構造 , 岩 相 及び その 
変 移 状態 , 産油 状況 等 を 詳し く 再 検討 し 
同時 に その 油層 及び 原油 の 性 質 を 総括 し 
た 結果 , 従来 行わ れ た 探 油 法 の 他 に , “in- 


situ combusion”’ & ‘‘miscible-phase 
flooding’ DIFFER, ~OVMBSHO 
IES ASIC, ABR C, ISR 
化 の 規則 的 で ある こと , WHERU, JY 
の 物理 , 化学 性 も これ と 平行 し た 地域 隆 
を も つこ と か ら , 極め て 有効 で ある 。 本 
地域 の 各 時 階 の 油層 に つい て の 具体 的 な 
効用 と , この 回 収 潜 の 実際 に つい て る も 触 
Mico (Bull. Amery Assoc. Petrol? 
Geol., 45, 281~314, 1961) [加藤 


8589, Turbidite の 地 化 学 的 研究 一 ! 
Weber, J. N., Middleton, G. V. 
Greywacke 及び その 他 の turbidite 
(turbidity current に より 生成 され だ 
BA) ik, その 生成 条件 か ら , grading 
を 示し て いる 単 層 内 で , 或いは 単 層 毎 , 
SRR IE, 地層 単位 毎 に 化学 成分 上 
の 差異 を 示す 箸 で ある 。 こ の turbidity 
current の 化学 組成 変化 に 及ぼ す 影 絡 を 
知る た め , New York の Normanskill 
層 語 (ルポ ドジ 7 O greywacke 
31 fff, Quebec 近く の Charny [BO 
turbidite 24 f#lZDVWT, ANT ELTZ 
フィ ー に よる 18 元素 の 微量 成分 と 主要 
成分 Mg を 調べ た 処 , turbidite 単 層 内 
の 基 研 部 か ら 上 部 へ の 元素 分 布 変化 は , 
ジル コン が 比較 的 基 訂 部 に 集中 し て いる 
以外 は 一 般 に 小さ い 。 各 単 属 毎 , 異な つ 
た ルー ト の 柱状 断面 毎 の 試料 が 最も 元素 
分 布 変化 著しく , それ は slumping が 起 
つた 場所 か ら 試 料 探 取 位置 造 の 距離 , 供 
給 地 域 か ら 試料 採取 位置 まで の 距離 に よ 
つて いる 。 各地 層 聞 の 差 は 小さ い 。 HK 
に 含ま れる 元素 分 布 の 比 を 考慮 し , 各 成 
分 を 上 比較 する と Normanskill と Charny 
財 の 堆積 物 は あぁ まり 分 化し て な く ,」 BS 
< 7G MIRAE KU ARERLENS 洗 積 し た 
よう に みえ る 。 (Geoch. et Cosmoch. 
Acta, 22, 200~243, 1961) CHA) 
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